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◦八女市公式ホームページ
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（延長窓口  水曜17：15～19：00 本庁一部窓口のみ）

掲載している催し等が変更になる場合
があります。市ホームページ、または問
い合わせ先で確認してください。

八女市企画政策課

d ボタン広報誌

FM 八女 お知らせ放送

@yamecitykoho

新型コロナウイルス感染症や災害情報など、
皆さんの暮らしに関わる情報を発信しています。

1日3回（7時・12時20分・20時）に放送します。

テレビをKBC（1チャンネル）に合わせ、
リモコンのdボタンを押して視聴します。

＠ yamecity

広報 2023 年（令和 5 年）7月1日号八女市 No.1243

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM 八女【80.1MHz】を通じて放送します。

Contents

火災出火件数  6件 （13件）
救急出動件数 304件 （1,502件）
救急搬送人数 297人 （1,441人）

人身事故発生件数 83件 （252件）
傷　　者 106人 （322人）
死　　者 0人 （0人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 60,377 (-105)
男 28,602  (-43)
女 31,775  (-62)

世帯数 25,697  (-13)
　※（　）内は前月比

出生 31 人 死亡 105 人
転入 179 人 転出 210 人

▼ 5 月の交通事故の状況

▼ 5 月の火災・救急の状況

▼人口と世帯（5 月31日現在）

▼ 5 月の異動

納期限・口座振替日
7月31日（月）
納税は、安全便利な口座振
替をご利用ください。納期
限内の納付にご協力くださ
い。遅れると督促料や延滞
金が発生します。
※納付書の再発行は担当課
へご連絡ください。

◦固定資産税（2 期）
◦国民健康保険税（1期）
◦後期高齢者医療保険料（1期）
◦介護保険料（1期）
◦住宅使用料（7 月）
◦保育料（7 月）

7月に納めるもの

yamecity
YouTube

新型コロナウイルスワクチン（春開始接種） について

特集
迅速で正確な情報伝達への新手法を導入
八女市災害情報共有システム運用始めました

八女市の「地域おこし協力隊」を紹介します！

国民健康保険についてのお知らせ

国民年金保険料の免除制度・納付猶予制度のお知らせ

7 月イベントカレンダー

後期高齢者医療制度のお知らせ ほか

健康だより

なぜなぜ人権

第 3 次八女市地域福祉計画・地域福祉活動計画（第 1 次
八女市再犯防止推進計画）を策定しました

お知らせ

図書館だより・おりなす八女
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令
和
５
年
春
開
始
接
種
を
実
施

し
て
い
ま
す
。（
8
月
31
日
ま
で
）

◦
対
象
者
＝
65
歳
以
上
の
人
、
重

症
化
リ
ス
ク
が
高
い
人
等（
5
～

64
歳
の
基
礎
疾
患
等
を
有
す
る

人
、医
療
従
事
者
等
）

◦
使
用
ワ
ク
チ
ン
＝
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
対
応
２
価
ワ
ク
チ
ン 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、５

月
号
３
ペ
ー
ジ
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
接
種
券
の
発
送
＝
初
回
接
種

(

１
、２
回)

を
終
了
済
で
、
前
回

接
種
を
３
月
末
ま
で
に
終
え
ら
れ

た
人
に
は
接
種
券
の
発
送
を
完
了

し
て
い
ま
す
。
対
象
の
人
で
ま
だ

接
種
券
が
届
い
て
い
な
い
人
は
、

下
記
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◦
接
種
の
予
約
＝
接
種
券
が
届
い

た
人
か
ら
健
康
推
進
課
・
各
支
所

ま
た
は
Ｗ
ｅ
ｂ
か
ら
予
約
可
能
で

す
。※
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

は
７
月
１
日
以
降
、休
止
し
ま
す
。

5
～
11
歳
の
人
（
小
児
接
種
）

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
２
価
ワ
ク

チ
ン
（
小
児
用
）
を
使
用
し
た
追

加
接
種
（
3
回
目
）
を
実
施
中

で
す
。
ま
た
、
基
礎
疾
患
を
有
す

る
人
で
前
回
接
種
か
ら
３
か
月
以

上
経
過
し
た
人
は
、
さ
ら
に
１
回

接
種
が
可
能
で
す
。
接
種
を
希
望

す
る
人
は
事
前
に
申
請
が
必
要
で

す
。

　

健
康
推
進
課・

各
支
所
ま
た
は

W
e
b
か
ら
申

請
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
係
（
☎

2
3・1
2
0
1
）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
（
春
開
始
接
種
）
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
（
春
開
始
接
種
）
に
つ
い
てWeb 申請

はこちら

■７月１日から８月30日
まで
◦受付時間＝ 9 時～ 17 時

（平日）
◦予約受付＝健康推進課
または各支所

Web予約は
こちら

ワクチン接種の
予約、相談

手洗い換気 咳エチ
ケット

感染対策は個人・事業者の
判断が基本となります。

　令和5年度も下水道整備を進
めます。工事期間中は交通規
制などで大変ご迷惑をおかけ
しますが、ご協力をお願いし
ます。

◦区域＝下図参照（岩崎・龍ケ原）
◦工事予定期間＝令和 5 年 7
月～令和 6 年 2 月
◦問い合わせ＝上下水道局下
水道工務係（☎ 23・1670）

下水道工事にご協力をお願いします

　市では、より効率的で効果的な汚
水処理施設の整備促進を図るため
に、汚水処理構想を策定しています。
　この中で、設定した汚水処理人口
普及率等の目標値に対する現在の
状況を、皆さんにお知らせします。
◦問い合わせ＝上下水道局下水道
工務係（☎ 23・1670）

▼ 汚水処理に関する
現況値と目標値

項　目 現況値
（Ｒ4年度末）

目標値
（Ｒ17年度末）

汚水処理
人口普及率 70.9％ 86.0％

下水道の
水洗化率 78.8％ 88.9％

浄化槽整備
区域内の浄化

槽普及率
59.1％ 76.4％

汚水処理施設の
普及状況を

お知らせします

N

下水道工事区域
令和 5 年度
工事予定区域

岩崎

国道442号亀甲

主要地方道佐賀八女線

龍ケ原

九
州
自
動
車
道

今福



42023.7.1  広報八女

災害情報共有システム
①（下記 URL）または二次元コードから専用サ
イトにアクセス。

（URL https://yame.dmacs.jp/open）
②「レイヤー一覧」から、「災害名」を選択。
※災害が発生していない場合は、「レイヤー一覧」には何
も表示されません。
③選択した災害の現在の被災状況等が地図上に表示され
ます。

避難所開設状況確認サイト
①（下記 URL）または二次元コードから専用サ
イトにアクセス。

（URL https://yame.hinanjo.dmacs.jp/）
②位置情報へのアクセス許可について「許可」を選択。
③開設している避難所の「開設状況」「混雑状況」が表示
されます。
※避難所が開設されていない場合は「現在、避難所は開
設されておりません。」と表示されます。
④「避難所一覧」を選択。
⑤避難所の一覧が、現在地から近い順に表示されていま
す。避難所までの経路を検索する場合は、「ここへ行く」
を選択。
⑥道路状況への注意喚起の文章が表示されますので、

「ＯＫ」を選択。
⑦現在地から避難所までの経路が Google Maps で表示
されます。
※災害による道路状況は考慮されませんのでご注意くだ
さい。

特　集

迅
速
で
正
確
な
情
報
伝
達
へ
の

迅
速
で
正
確
な
情
報
伝
達
へ
の

新
手
法
を
導
入

新
手
法
を
導
入

自
然
災
害
に
備
え
て

自
然
災
害
に
備
え
て

　

毎
年
６
月
か
ら
９
月
に
か
け

て
、特
に
７
月
に
集
中
豪
雨
に
よ

る
土
砂
災
害
が
、さ
ら
に
８
月
以

降
は
台
風
の
接
近
に
伴
う
風
水

害
が
発
生
し
、八
女
市
は
平
成
24

年
度
の
九
州
北
部
豪
雨
災
害
の

よ
う
な
甚
大
な
被
害
を
経
験
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
自
然
災
害
は
発
生

を
防
ぐ
こ
と
は
困
難
で
す
が
、八

女
市
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や

防
災
ラ
ジ
オ
、そ
し
て
ｄ
ボ
タ
ン

広
報
誌
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
収
集
ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
こ

と
で
適
切
に
災
害
に
対
応
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

　

そ
こ
で
、災
害
状
況
や
避
難
所

の
開
設
状
況
な
ど
の
情
報
を
迅

速
で
正
確
に
市
民
の
皆
さ
ん
へ

伝
え
る
た
め
、新
た
に「
八
女
市

災
害
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
」を
導

入
し
、６
月
９
日
㈮
か
ら
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

被
害
情
報
等
を
収
集
・
一
元
管

理
し
、初
動
期
に
お
け
る
災
害
対

策
本
部
の
意
思
決
定
を
ス
ム
ー

ズ
に
行
う
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で

す
。災
害
現
場
や
避
難
所
、各
支

所
や
災
害
対
策
本
部
に
い
る
職

員
を
本
シ
ス
テ
ム
が
結
び
、迅
速

な
災
害
対
応
に
役
立
て
ま
す
。

　

道
路
の
通
行
止
め
状
況
等
を

市
民
向
け
公
開
サ
イ
ト
で
公
開

し
ま
す
。
周
辺
の
災
害
情
報
や

避
難
所
の
状
況
が
よ
り
分
か
り

や
す
く
、
検
索
し
や
す
く
な
る

こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
適

切
な
避
難
行
動
に
つ
な
げ
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
自
宅
の

パ
ソ
コ
ン
か
ら
確
認
で
き
ま

す
。下
記
は
使
用
方
法
で
す
。

「
八
女
市
災
害
情
報
共
有

シ
ス
テ
ム
」の
概
要

職
員
向
け
の
機
能

市
民
向
け
の
機
能

令和○年△月大雨
令和○年□月災害

△⑤避難所一覧画面 △⑦避難所までの
経路画面

△②レイヤー一覧
画面

△③被災状況画面
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防
災
ラ
ジ
オ
は
、
市
内
各
世
帯
や
福

祉
施
設
な
ど
を
対
象
に
、
無
償
で
配
付

し
て
い
ま
す
。
災
害
時
や
火
災
時
に
自

動
で
電
源
が
入
り
、
放
送
後
は
自
動
で

電
源
が
切
れ
ま
す
。テ
ス
ト
放
送
と
し
て
、

毎
日
７
時
、
12
時
20
分
、
20
時
に
市
か

ら
の
お
知
ら
せ
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

　
　
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に

は
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
地
震･

気
象･

国
民
保
護
情
報
）」
や
「
緊
急
情

報
」
発
令
時
に
赤
字
で
目
立
つ
よ
う
に

配
置
さ
れ
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
を
Ｋ
Ｂ
Ｃ
（
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

に
あ
わ
せ
、
リ
モ
コ
ン
の
「
ｄ
ボ
タ
ン
」

を
押
す
こ
と
で
、
地
域
の
最
新
情
報
を

確
認
で
き
る
「
ｄ
ボ
タ
ン
広
報
誌
」
を

視
聴
で
き
ま
す
。

　
災
害
時
の
情
報
や
暮
ら
し
に
役
立
つ

情
報
な
ど
を
確
認
で
き
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
で
避
難
所
の
開
設
・
混
雑

状
況
が
一
目
で
わ
か
り
ま
す
。

市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は
、

緊
急
情
報
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
情
報
を
始
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

設
定
に
よ
り
、
防
災
情
報
を
受
信
で
き

ま
す
。

▼
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
＝
「
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
」
の
略
で
、
緊
急
地
震
速
報
、

津
波
警
報
、
気
象
警
報
、
国
民
保
護
情

報
な
ど
の
緊
急
情
報
が
発
せ
ら
れ
た
場

合
、
自
動
的
に
テ
レ
ビ
や
防
災
ラ
ジ
オ
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
に
情
報

が
届
く
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
エ
リ
ア
メ
ー
ル
・
緊
急
速
報
メ
ー
ル

（
※
）
＝
気
象
庁
な
ど
が
発
す
る
緊
急
地

震
速
報
や
津
波
警
報
、
地
方
公
共
団
体

が
発
信
す
る
災
害
・
避
難
情
報
な
ど
が
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
に
自
動

配
信
さ
れ
ま
す
。（
※
）
契
約
し
て
い
る

会
社
に
よ
っ
て
、
同
種
の
サ
ー
ビ
ス
の

名
称
が
異
な
り
ま
す
。

▼
福
岡
県
防
災
ア
プ
リ
「
ふ
く
お
か
防

災
ナ
ビ
ま
も
る
く
ん
」
＝
現
在
地
や
登

録
し
た
市
町
村
の
気
象
警
報
、
避
難
情

報
を
わ
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ア
プ
リ
は
ア
イ
フ
ォ
ン
用
と
ア
ン
ド
ロ
イ

ド
用
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
身
用
の
ア

プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

これからも活用していただきたい情報ツール
■
防
災
ラ
ジ
オ

■
ｄ
ボ
タ
ン
広
報
誌

■
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

■
避
難
所
開
設
・
混
雑
状
況

■
そ
の
他
の
情
報
ツ
ー
ル

android

※画面はイメージです

iPhone

　
市
で
は
、災
害
発
生
時
の
被
害
を

最
小
限
度
に
留
め
る
た
め
に
、正
確

な
気
象
情
報
の
入
手
と
、迅
速
な
防

災
情
報
の
発
信
に
力
を
入
れ
て
き
ま

し
た
。

　
今
回
導
入
し
た「
八
女
市
災
害
情

報
共
有
シ
ス
テ
ム
」も
情
報
発
信
の

取
り
組
み
の
１
つ
で
す
。地
図
上
に

表
示
さ
れ
る
災
害
発
生
状
況
に
よ

り
、危
険
箇
所
を
視
覚
的
に
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、避
難
所
開

設
・
混
雑
状
況
の
公
開
機
能
に
よ
っ

て
避
難
経
路
の
確
認
が
で
き
、迅
速

な
避
難
行
動
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。

　
現
在
、本
格
的
な
梅
雨
の
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。市
で
も
早
め
の
情

報
発
信
・
避
難
所
開
設
に
力
を
入
れ

て
い
き
ま
す
の
で
、各
情
報
ツ
ー
ル

の
活
用
と
併
せ
て
、備
蓄
品
の
準
備

な
ど
、ご
家
族
や
地
域
で
災
害
に
対

す
る
備
え
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

防災安全課
吉田　博海さん
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い
ざ
と
い
う
時
に
ス
ム
ー
ズ

な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
、日

頃
か
ら
避
難
時
の
行
動
を
確
認

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

⃝

避
難
所
や
避
難
経
路
の
確
認

＝
八
女
市
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
で
自
宅
周
辺
か
ら
、避
難
所

ま
で
の
安
全
な
避
難
経
路
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

⃝

気
象
情
報
の
確
認
＝
防
災
ラ

ジ
オ
・
テ
レ
ビ
の
ｄ
ボ
タ
ン
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
、気

象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
る
気
象
警

報
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

い
ざ
と
い
う
時
の

備
え
の
た
め
に

警戒レベルを用いた避難情報
警戒

レベル
行動を促す

情報 私たちが取るべき行動

5 緊急安全確保 命の危険、直ちに安全確保

＜警戒レベル４までに必ず避難＞＜警戒レベル４までに必ず避難＞

4 避難指示 危険な場所から全員避難

3 高齢者等避難 危険な場所から高齢者等は
避難

2
大雨・洪水・
高潮注意報

( 気象庁発表 )

避難に備え、ハザードマッ
プにより避難行動を確認

1 早期注意情報
( 気象庁発表 ) 災害への心構えを高める

※警戒レベル 3・4・5 →市が発令。
※警戒レベル 1・2 →気象庁が発令。

令和 3 年 5 月に内閣府の避難勧告等に関するガイド
ラインが改訂。避難情報に加え、５段階の警報レベ
ルを使用して、市民の皆さんが災害時にとるべき行
動を直感的にわかるようにお知らせします。

災害に備えて、今から家庭で取り組む事
ができる対策を紹介します。

◦飲料水 3 日分（1 人 1ℓ／日）
◦非常食 3日分（ご飯（アルファ米）、ビス
ケット、板チョコ、乾パン等）
◦トイレットペーパー、ティッシュペー
パー
◦マッチ、ろうそく
◦カセットコンロ　など

◦飲料水・食料品（カップ麺、缶詰、ビス
ケット、チョコレート等）
◦貴重品（預金通帳、印鑑、現金、保険
証等）
◦救急用品（絆創膏、包帯、常備薬等）
◦ヘルメット、防災ずきん、マスク、軍手
◦懐中電灯、携帯ラジオ、予備電池
◦携帯電話の充電器
◦衣類、下着、毛布、タオル
◦洗面用具、カイロ、ウエットティッシュ
◦携帯トイレ
※乳幼児のいる家庭は、紙おむつ、ミル
ク、ほ乳瓶などを用意。

◦家具は壁に固定
◦寝室や子ども部屋の家具は最小限。置
く場合も背の低い家具にして、倒れないよ
うに向きや配置を工夫。
◦手の届く所に懐中電灯、スリッパ、ホ
イッスルを準備。

出典：首相官邸「災害に対するご家庭で
の備え」

災害に対する家庭での備え

食料・飲料の備蓄

非常用持ち出しバッグの準備

家具の置き方の工夫

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
豊
富
な
防
災
情

報
の
ほ
か
、気
象
状

況
の
解
説
な
ど
の

ペ
ー
ジ
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

お
住
ま
い
の
市
町
村
を
登
録

し
て
お
け
ば
、よ
り
簡
単
に
地

域
の
防
災
情
報
が
確
認
で
き

ま
す
。
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八
女
市
立
学
校
へ
入
学
す
る
場
合
は
、
住
所
に

よ
り
入
学
す
る
学
校
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
指
定
校
と
言
い
ま
す
。
こ
の
指
定
校
以
外
に
、

保
護
者
お
よ
び
児
童
な
ど
が
各
学
校
の
特
色
を
理

解
し
た
上
で
、
希
望
に
よ
り
入
学
す
る
学
校
を
選

べ
る
制
度
が「
学
校
選
択
制
」で
す
。

　

令
和
６
年
度
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
へ
入
学

ま
た
は
義
務
教
育
学
校
７
年
生
へ
進
級
す
る
児
童

生
徒
を
対
象
に
、
次
の
期
間
に
学
校
選
択
希
望
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

・
受
付
期
間
＝
11
月
１
日
㈬
～
11
月
15
日
㈬

　

学
校
選
択
希
望
申
請
は
、
入
学
希
望
校
の
学

校
説
明
会
・
親
子
面
接
会
へ
の
参
加
お
よ
び
申
請

時
の
誓
約
書
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
選
択
制
で
指
定
校
以
外
の
学
校
へ
入
学
を

希
望
す
る
人
は
、入
学
希
望
校
へ
事
前
連
絡
の
上
、

学
校
説
明
会
お
よ
び
親
子
面
接
会
に
必
ず
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
指
定
校
制
度
は
継
続
し
ま
す
の
で
、

期
間
内
に
学
校
選
択
希
望
申
請
を
さ
れ
な
い
場

合
は
指
定
校
へ
の
入
学
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
の
皆
さ
ん
に
は
別
途
お
知
ら
せ
を
配
布

し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
そ
ち

ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
学
校

説
明
会
・
親
子
面
接
会
の
日
程
に
つ

い
て
は
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
確
認
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課
（
☎
２
３
・
１
９

５
４
）

学校選択制のお知らせ！令和6年度に八女市立学校へ入学する皆さんへ

◦主な活動内容＝新規就農
者として、必要な知識や技術
の習得をするため活動中

◦主な活動内容＝民間団体
等と連携し、星の花公園の活
用促進や地域の魅力発信に
向け活動中

◦主な活動内容＝八女市商
工会にて地域の事業者様のサ
ポーターとして活動中

◦主な活動内容＝旧大内邸を
中心とした八女市文化遺産・
文化人の史料編さん、情報発
信のため活動中

◦主な活動内容＝まちのコイ
ンやつながるバス停の運営
サポーター

◦主な活動内容＝ほたると石
橋の館を中心とした上陽地区
の観光振興に向け活動中

◦主な活動内容＝自伐型林
業家として山林の保全活動
や林業振興のため活動中

◦主な活動内容＝新規就農
者として、必要な知識や技術
の習得をするため活動中

①立花地区

①星野地区

①黒木地区

①市内全域

①市内全域

①上陽地区

①市内全域

①上陽地区

門
も ん

馬
ま

 洋
よ う

平
へ い

さん

戸
と

澤
ざ わ

 理
り さ

紗さん

竹
た け

内
う ち

 克
か つ

行
ゆ き

さん

山
や ま

下
し た

 絢
じゅん

一
い ち

郎
ろ う

さん

杉
す ぎ

浦
う ら

 しのさん

芝
し ば

 秀
ひ で

三
さ ぶ

郎
ろ う

さん

小
お

原
ば る

 宣
の り

子
こ

さん

室
む ろ

田
た

 恵
け い

介
す け

さん

　都市地域から地方に生活の拠点を移した人を、「地
域おこし協力隊員」として登録し、地域ブランドや
地場産品の開発・販売・ＰＲ等の地域おこしの支援
や、農林水産業への従事、住民の生活支援などの「地
域協力活動」を行いながら、その地域への定住・定着
を図る取り組みです。隊員の任期はおおよそ1年から

3年の間で、八女市では平成25年度から地域おこし協
力隊の取り組みを始めています。今回は現在協力隊
として日々活動に取り組んでいる隊員を紹介します。
※７月１日以降も継続して活動することが見込まれ
ている隊員のみ掲載　
※①＝主な活動地域

地域おこし協力隊とは
八女市の八女市の「「地域おこし協力隊地域おこし協力隊」」を紹介します！を紹介します！

7 　 広報八女  2023.7.1 
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7
月
中
旬
頃
に
被
保
険
者
世
帯
へ
令
和

５
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税（
以
下
、国
保

税
）の
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。
必

ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
令
和
５
年
度
の
国

保
税
率
は
上
表
の
と
お
り
で
す
。

　⃝

世
帯
の
所
得
に
よ
る
軽
減
、
保
険
税
の

減
免
に
つ
い
て
＝
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
保
険
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

未
納
の
場
合
、
次
の
よ
う
な
措
置

が
と
ら
れ
ま
す
。（
二
次
元
コ
ー

ド
参
照
） 

　　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証（
以
下
、保

険
証
）の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
保
険

証
を
７
月
中
に
簡
易
書
留
郵
便
で
送
り
ま

す
。
70
～
74
歳
の
人
に
は
、
保
険
証
と
高

齢
受
給
者
証
の
機
能
を
一
体
化
し
た
「
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼
高
齢
受
給
者

証
」
を
交
付
し
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
が
届
い
て
か
ら
７
月
31

日
ま
で
の
間
に
、
転
入
や
転
出
、
社
会
保

険
へ
の
変
更
な
ど
で
国
民
健
康
保
険
の
手

続
き
が
必
要
な
人
は
、
手
続
き
に
令
和
4

年
度
（
緑
色
）
と
令
和
５
年
度
（
オ
レ
ン

ジ
色
）
の
２
枚
の
保
険
証
が
必
要
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額
適
用・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
有
効
期
限

は
７
月
31
日
で
す
。
８
月
以
降
も
認
定
証

が
必
要
な
人
は
、８
月
中
に
更
新
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
認
定
証
は
申
請
月
の

初
日
か
ら
有
効
と
な
り
ま
す
。

　

認
定
証
は
入
院
・
高
額
外
来
時
に
必
要

に
な
り
、医
療
機
関
へ
提
示
す
る
と
、ひ
と

月
の
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
窓
口
負
担

と
な
り
ま
す
。

⃝

持
っ
て
く
る
も
の
＝
▽
国
民
健
康
保
険

証
（
認
定
を
受
け
る
人
の
も
の
） 

▽
現
在

発
行
を
受
け
て
い
る
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
ま
た
は
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」 

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分

か
る
も
の
（
世
帯
主
お
よ
び
認
定
を
受
け

る
人
の
も
の
） 

▽
窓
口
に
来
る
人
の
身
分

証
明
書（
顔
写
真
有
り
1
点・そ
の
他
2
点
）

　
「
認
定
証
」
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
入
院
等

の
予
定
の
あ
る
人
は
、
事
前
に
問
い
合
わ

せ
先
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
国
民
健
康

保
険
係（
☎
２
３・
１
１
１
６
）ま
た
は
各

支
所
担
当
係

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

医療分 後期支援分 介護分（40歳～64歳の人）

所得割 （令和4 年中の総所得金額等
－43 万円）×8.5%

（令和4 年中の総所得金額等
－43 万円 )×3.0％

（令和4 年中の総所得金額等－
43 万円 )×2.3％

均等割 被保険者１人あたり28,000円 被保険者１人あたり9,000円 被保険者1人あたり9,000円

平等割 １世帯あたり28,000 円 １世帯あたり9,000 円 １世帯あたり7,000 円

賦課
限度額 650,000 円 220,000 円 170,000 円

⃝令和5 年度の国民健康保険税の税率表 「青色太字」部分が今回変更したところです。

・国民健康保険税は、「医療分 ＋ 後期支援分 ＋ 介護分（40 歳～ 64 歳の人）」の合計になります。
・所得割、均等割は被保険者ごと、平等割は世帯ごとに計算します。
・医療分、後期支援分、介護分を計算した税額がそれぞれの限度額を超えた場合、賦課限度額の税額になります。

被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」な
ど
の

有
効
期
限
は
7
月
31
日
で
す

国
保
税
の
軽
減
・
減
免
制
度

令
和
５
年
度 

国
民
健
康
保
険
税

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価

格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、

特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
令
和

5
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

対
し
て
、1
世
帯
当
た
り
3
万
円
を

給
付
す
る
価
格
高
騰
対
策
支
援
給

付
金
を
実
施
し
ま
す
。給
付
の
対
象

と
な
る
世
帯
に
は
、市
か
ら
給
付
の

ご
案
内
、も
し
く
は
確
認
書
を
郵
送

し
ま
す
。ま
た
、予
期
せ
ず
家
計
が

急
変
し
、同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者

全
員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
1
年
間
の
収

入
見
込
額（
令
和
5
年
1
月
か
ら
9

月
ま
で
の
任
意
の
1
カ
月
の
収
入
を

12
倍
し
て
得
た
額
）が
住
民
税
非
課

税
と
な
る
水
準
に
相
当
す
る
額
以

下
に
な
る
世
帯
も
給
付
の
対
象
に

な
り
ま
す
。※
家
計
が
急
変
し
た
世

帯
は
申
請
が
必
要
で
す
。

◦
受
付
期
間
＝
7
月
3
日
㈪
～
10

月
31
日
㈫

◦
受
付
時
間
＝
８
時
30
分
～
17
時

15
分
（
土
日
祝
を
除
く
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
価
格
高
騰
対
策

支
援
給
付
金
直
通
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
２

４
・
９
３
４
１
）

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品

等
価
格
高
騰
対
策
支

援
給
付
金
に
つ
い
て
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経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保
険

料（
以
下「
保
険
料
」）の
納
付
が
困
難
な
場

合
、申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
、納
付
免
除

ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
に
は
、本
人
、配
偶
者
、世
帯
主
の

所
得
基
準
が
定
め
ら
れ
、審
査
対
象
と
な
り

ま
す
。

⃝

全
額
免
除

⃝

一
部
納
付
免
除
（
４
分
の
１
・
半
額
・
４

分
の
３
免
除
）

　

20
歳
～
50
歳
未
満
の
人
で
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
人
は
、申
請
す
る
こ
と
で
納
付

が
猶
予
さ
れ
、後
払
い
に
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。所
得
の
審
査
は
本
人
と
配
偶
者
の
み

で
す
。

　

猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
将
来
年
金
を
受

け
取
る
際
の
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ

れ
ま
す
が
、年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　　

申
請
に
必
要
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で

す
。本
庁
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係
ま
た
は

各
支
所
の
年
金
担
当
係
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の 

▽
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
分
か
る
も
の 

▽
国
民
年
金
手
帳
ま

た
は
基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の 

▽
雇
用
保
険
受
給
者
証
、
雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
票
な
ど（
退
職
者・失
業
者
の
み
）

▽
委
任
状（
別
世
帯
の
人
が
申
請
す
る
場
合
）

　

承
認
期
間
は
7
月
か
ら
の
１
年
間
で
、申

請
は
毎
年
必
要
で
す
。
今
年
度
の
免
除
申
請

は
７
月
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

　

過
去
に
未
納
期
間
が
あ
る
人
は
、保
険

料
の
納
付
期
限
か
ら
２
年
を
経
過
し
て
い

な
い
期
間
ま
で
免
除
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
た
期
間

は
、全
額
納
付
し
た
場
合
に
比
べ
て
年
金
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

将
来
の
年
金
受
給
額
を
確
保
す
る
た
め

に
、免
除
・
猶
予
期
間
分
の
保
険
料
は
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
追
納（
後
払
い
）が
可
能
で
す
。

　

令
和
5
年
6
月
分
ま
で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
人
に
対
し
て
も
免
除
制
度
が
適

用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

納
付
猶
予
制
度

免
除
や
猶
予
の
種
類

保
険
料
の
追
納
制
度

申
請
方
法
・
申
請
期
間

　

7
月
か
ら
10
月
に
か
け

て
は
雨
風
に
よ
る
自
然
災
害

が
起
こ
り
得
る
時
季
で
す
。

八
女
市
は
10
年
前
の
九
州

北
部
豪
雨
災
害
を
は
じ
め
、

令
和
元
年
8
月
豪
雨
災
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

災
害
や
避
難
な
ど
の

ニ
ュ
ー
ス
に
触
れ
る
こ
と
で
、

こ
こ
ろ
と
身
体
に
不
調
を
き

た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。つ

ら
い
記
憶
が
よ
み
が
え
り
、

恐
怖
を
感
じ
る
、不
安
な
気

持
ち
に
な
る
、急
に
涙
ぐ
む
、

落
ち
着
か
な
く
な
る
な
ど
Ｐ

Ｔ
Ｓ
Ｄ（
心
的
外
傷
ス
ト
レ

ス
障
害
）の
症
状
が
現
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

症
状
が
長
く
続
く
場
合

は
、
専
門
家
に
相
談
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
仕
事
や

生
活
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

人
は
「
心
理
士
に
よ
る
こ
こ

ろ
の
相
談
（
予
約
制
、
☎

2
3・1
3
5
2
）」
で
お
話

し
ま
せ
ん
か
。
毎
月
広
報
八

女
の
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

ペ
ー
ジ
に
日
程
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

か
ら
電
子
申
請
が
で
き
ま
す
。

▽
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
加
入
の
届
出

（
退
職
後
の
厚
生
年
金
か
ら
の
変
更
な
ど
）

▽
保
険
料
納
付
免
除
、
納
付
猶
予
の
申
請

▽
学
生
納
付
特
例
の
申
請

　

詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
右
下
二
次
元
コ
ー
ド
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ

ヤ
ル（
☎
０
５
７
０・０
０
３・０
０
４
）
※

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
か
け
る
場
合

は（
☎
０
３・６
６
３
０・２
５
２
５
）

⃝

受
付
時
間
＝
月
～
金
曜
日（
８
時
30
分

～
19
時
）、第
2
土
曜
日（
9
時
30
分
～
16

時
）、祝
日（
第
2
土
曜
日
を
除
く
）、12
月

29
日
か
ら
1
月
3
日
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
の
手
続
き
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

電
子
申
請
を
！

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
・
納
付
猶
予
制
度
の
お
知
ら
せ

◦問い合わせ＝市民課市民・年金係（☎23・1115）、各支所担当係

マイナポータルの
「利用者登録」から

そ
の
他
の
免
除
制
度

未納のままにせず、保険料免除制度
や猶予制度のご利用を

国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
る

の
が
ち
ょ
っ
と

ム
ズ
カ
シ
イ･･･

被
災
後
の

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
を
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

介護保険のお知らせ

７月中旬に介護保険料納入通知書を発送します
　特別な事情なく保険料を滞納すると介護給付が差し止めになることが
ありますので、忘れずに納付ください。
保険料は 11 段階、基準額は 6,000 円
( 月額 )
　介護保険料は、介護サービスにかかる費用
などから算出された「基準額」をもとに、前
年の本人の所得や世帯の課税状況等によっ
て、11 段階に分かれています。
保険料の納付方法
　年金から天引き（特別徴収）＝年金が年額 18 万円以上支払われてい
る人は、あらかじめ年金から天引きされます。
　納付書や口座振替での納付（普通徴収）＝年金が年額 18 万円未満
の人や、年度途中で 65 歳になられた人、他市町村から転入してきた人
等は、市が送付する納付書で納めてください。納期限までに保険料の納
付がない場合は、納期限の翌月中旬に督促状を発送します。
保険料の納付が困難なときは
　生活が著しく困難で、納付できない人は、納期までに相談してくだ
さい。減免や納付の猶予が受けられることがあります。
　介護保険料の詳しい内容は、納入通知書または同封のリーフレット、
市ホームページにて確認ください。
◦問い合わせ＝介護長寿課介護保険係（☎ 23・1353）

　　

保
険
料
額
の
詳
細
に
つ
い

て
、
７
月
中
旬
に
「
令
和
5

年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決

定
通
知
書
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
必

ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
保
険
料
の
算
出
方
法
、
均
等
割
額
の

軽
減
等
に
つ
い
て
は
通
知
書
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

原
則
と
し
て
年
金
天
引
き
の
特
別

徴
収
に
な
り
ま
す
が
、
年
金
額
な
ど
に

よ
っ
て
は
、
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、年
金
天
引
き
の
対
象
と
な
る

人
で
も
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。た
だ
し
口
座
か
ら
の
振
替
不

能
が
一
定
期
間
続
く
場
合
に
は
、年
金
天

引
き
に
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

は
、7
月
31
日
ま
で
で
す
。8
月
1
日
か

ら
使
用
で
き
る
被
保
険
者
証（
う
す
緑

色
）は
、7
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
有

効
期
限
は
、令
和
6
年
7
月
31
日
ま
で

の
1
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、

保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、
通
常

よ
り
短
い
有
効
期
限
の
被
保
険
者
証
を

窓
口
で
交
付
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

  　

医
療
機
関
で
受
診
す
る
際
の
医
療
費

の
自
己
負
担
割
合
は
、
１
割
、
２
割
ま

た
は
３
割
で
す
。
自
己
負
担
割
合
は
、

前
年
中
の
所
得
を
も
と
に
判
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　　

現
在
使
用
中
の
限
度
額
適
用
認
定
証

や
限
度
額
適
用･

標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
の
有
効
期
限
は
、7
月
31
日
で
す
。

こ
の
認
定
証
を
す
で
に
持
っ
て
い
る
人

で
、
今
年
度
も
同
じ
よ
う
に
認
定
証
を

発
行
で
き
る
条
件
の
方
に
は
、
8
月
1

日
か
ら
の
新
し
い
認
定
証
を
７
月
下
旬

に
お
届
け
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課
高
齢
者

支
援
係（
☎
２
３・１
３
０
８
）ま
た
は

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合（
☎
０
９
２
・
６
５
１
・
３
１
１
１
）

限
度
額
認
定
証
な
ど
も

8
月
に
更
新

8
月
か
ら
被
保
険
者
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

自
己
負
担
割
合
の
確
認
を

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
を

通
知
し
ま
す

保
険
料
の
納
め
方

市民後見人養成講座
受講生を募集します

　「成年後見制度」とは、認知症
や障がい等により、判断能力が
不十分な状態になった場合に備
え、本人を支える仕組みです。
制度を学び、市民の手で支え合
える地域社会を一緒につくって
いきませんか。
◦養成課程＝8月～ 11月までの
全9日間（詳細はホームページ
をご確認ください）
◦定員＝10人  
◦会場＝八女市社会福祉協議会
◦受講対象者＝①18歳以上の人 
②原則、全課程を受講できる人 
③八女市に登録し活動できる人
◦参加費＝無料（テキスト代負担
あり）
◦申込期間＝ 7 月 3 日㈪～ 31
日㈪
◦申込・問い合わせ＝八女市社
会福祉協議会（☎ 23・0294）
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特別障害者手当などのご案内

八女市タクシー・
路線バス共通回数券 エシカル消費ってなに？

　重度な障がいがあるため、日常生活において常時
介護を必要とする在宅の人に支給します。
■特別障害者手当
◦対象者＝ 20 歳以上で次のいずれかに該
当する人。①重度の障がいが2つ以上ある。
②重度の障がいが 1 つあり、ほかの障がい
が2つ以上ある。③重度の障がいが両上肢・
両下肢・体幹・精神のいずれかに一つあり、重度の
障がいのため日常生活能力に重篤な支障がある。
◦手当額＝ 27,980 円 ( 月額 )
■障害児福祉手当
◦対象者＝ 20 歳未満で次のいずれかに
該当する人。①重度の障がいが 1 つ以上
ある。②身体障がいもしくは知的障がい

（IQ35以下）などが重複している。
◦手当額＝ 15,220 円（月額）
※その他受給要件がありますので詳細はお問い合わ
せください。
◦問い合わせ＝福祉課障がい者福祉係（☎23・
1335）

　運転免許証を自主返納し、市
に届出をされた満 70 歳以上の
高齢者に交付する「八女市タク
シー・路線バス共通回数券」が、
７月１日㈯から西鉄バス久留米
㈱の路線バスでも利用できます。
すでに、共通回数券を持っている
人も同様に利用できます。
◦利用できる路線＝福島線 ( 西
鉄バス八女営業所↔ＪＲ久留米
駅 ) 路線番号 30・31・32
◦利用できる交通機関＝八女市
予約型乗合タクシー（八女ふる
里タクシー）、福岡県筑後地区タ
クシー協会加盟タクシー、堀川バ
ス株式会社の路線バス、西鉄バ
ス久留米株式会社の路線バス（※
福島線 路線番号30・31・32のみ）
◦問い合わせ＝防災安全課生活
安全係（☎24・8146） 

　「人や社会、環境に配慮した消費行動」のことを「エシカル（倫理的）
消費」といいます。自分以外の人や社会、環境のことをちょっと考
えて、グッといい未来に向けて行う消費行動のことです。
エシカル消費のためにできることは…
■買い物での取り組み
▽買い物に袋が必要な場合は、マイバッグを持参する ▽商品棚の
手前に置いてある消費期限や賞味期限の迫った食品を積極的に選ぶ

「てまえどり」を実践する ▽リサイクル素材を使ったものや省エネ
製品など環境に配慮た商品を購入する ▽エシカル消費に関連する
認証ラベル・マークのついた商品を購入する ▽フェアトレード商品
を購入する（フェアトレード…開発途上国の原料や製品を適正な価
格で継続的に購入することにより、開発途上国の生産者・労働者の
生産力や経済状況の向上を目指す貿易の仕組み）                
■買い物以外での取り組み
▽食べ残しを減らし、食品ロスを減らす ▽ストローなど使い捨てプ
ラスチックの使用を減らす ▽マイボトルを持ち歩く ▽省エネや節
電につながる行動を実践する
　自分なりの上記につながるエシカル消費をできることから始めて
みることが、持続可能な社会の形成に貢献することにつながります。
◦問い合わせ＝市消費生活センター（☎23・1183） 

330

令和6 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　O０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

料金受取人払郵便
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①がまだせ！スリムアップチャレンジ教室
　リニューアルしたべんがら村で運動教室を開催しま
す。施設内のフィットネスジムを3か月間で10回利用
できます。ジム営業時間内で、都合がよい時に通うこと
ができます。※なお、開始時に教室の説明や運動実践
などの初回教室を行いますので、必ずご参加ください。
⃝開催期間＝9月～ 11月※初回教室：8月30日㈬19時
30分～（19時～受付） ⃝対象者＝20 ～ 64歳（令和5
年度末時点）までの八女市民で、BMI25以上、または
腹囲（男性85㎝・女性90㎝）以上に該当する人（申込
時に対象に該当しているか確認します） ⃝自己負担＝
1,000円 ⃝定員＝先着25人程度 ⃝会場＝べんがら村 
⃝申込期間＝7月7日㈮～ 8月10日㈭

②からだが整う食のセミナー
　普段の食生活を振り返り、自分や家族に
必要な栄養の基本について学ぶ講座です。
⃝テーマ＝Z世代に伝えたい　食でからだの内側
から自分磨き ⃝日時＝8月19日㈯10時～13時

（予定） ⃝参加費＝300円（調理実習費） ⃝対象者＝
高校生相当～ 20代の方 ⃝定員＝先着15人程度 ⃝会
場＝やめっこ未来館学習室2・3 ⃝申込期間＝7月3日㈪
～8月4日㈮

■上記①②の申込＝健康推進課保健指導係（☎23・
1352）

【作り方】
① ベーコンは1㎝幅に切る。たまねぎは粗みじん切り、トマト
は湯むきして1㎝角に切る。ズッキーニも1㎝角に切る。じゃが
いもとなすは1㎝角に切って、水にさらす。オクラはゆでて輪
切りに切る。
② 鍋にオリーブ油を熱し、ベーコン、たまねぎ、にんにくをい
れて中火でしんなりするまで炒める。ズッキーニと水気をきっ
たじゃがいもとなすも加えて、さっと炒める。

クックパッドの「八女
市のキッチン」で、過
去に紹介した「八女は
おいしい」のメニュー
を 紹 介し て
います。ご活
用ください。

夏野菜たっぷりミネストローネ

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
食物繊維
食塩相当量

102kcal
3.1g
6.1g

11.5g
4.5g
0.9g

1人分あたりの栄養価

　暑い夏を乗り切るために、旬の野菜をたっぷり入れ
たスープでビタミン、ミネラルを補給しましょう。

【材料】4人分
ベーコン…40ｇ、たまねぎ…100ｇ、トマト…200ｇ、ズッ
キーニ…80ｇ、じゃがいも…100ｇ、なす…100ｇ、オクラ…
2本、にんにく（みじん切）…1かけ、オリーブ油…小さじ2、
A水…400ml、コンソメスープの素…1個、塩…少々、こしょ
う…少々
※太字は八女産食材

～ ふるさとの恵み ～

八女はおいしい

③ ②にAとトマトを加えて、5分ほど煮る。
④ 器に盛り、オクラを散らす。

ご意見記入欄　　　（八女市広報R4.7.1）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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受けてよかった後期高齢者健診！
～ピンク色の封筒届いていますか？～

健康だより ★問い合わせ＝健康推進課保健指導係（☎ 23・1352）

健 康 コ ラ ム

　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
が
行
う
健
康
診
査
で
す
。

対
象
者
に
は
、今
年
度
は
ピ
ン
ク

色
の
封
筒
で
受
診
票
を
送
付
し

て
い
ま
す
。健
康
診
査
を
受
け
る

こ
と
で
今
の
自
分
の
身
体
の
状

態
を
確
認
し
、病
気
の
早
期
発
見

や
重
症
化
予
防
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。受
診
費
用
は
、

５
０
０
円
で
す
。各
地
区
で
の
健

診
会
場
（
６
月
～
11
月
）ま
た
は

個
別
医
療
機
関
（
令
和
６
年
３

月
ま
で
）で
受
診
で
き
ま
す
。

　

各
地
区
で
の
健
診
会
場
で
は

無
料
で
が
ん
検
診
（
胃
・
肺
・
乳
・

子
宮
・
前
立
腺
）も
一
緒
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
受
診
し
、健
康
状
態
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

※
受
診
票
は
、こ
れ
か
ら
75
歳
に
な
る
人

へ
は
誕
生
月
に
順
次
お
送
り
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
健
診
と
は
？

保
健
事
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

令
和
３
年
度
よ
り
健
康
推
進
課
に

「
保
健
事
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

が
誕
生
し
、74
歳
ま
で
の
保
健
事
業

と
75
歳
以
上
の
保
健
事
業
お
よ
び

介
護
予
防
事
業
を
つ
な
ぐ
一
体
的

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。75
歳
以

上
の
人
を
対
象
に
保
健
師
、管
理
栄

養
士
、理
学
療
法
士
が
お
宅
へ
訪
問

し
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で

も
元
気
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

受
診
者
の
声

⃝

初
め
て
受
け
た
が
ん
検
診
で
前

立
腺
が
ん
が
見
つ
か
り
、早
期
発
見

で
す
ぐ
に
治
療
が
で
き
た
の
で
、大

事
に
至
ら
ず
済
ん
だ
。（
70
代
男
性
）

⃝

自
己
判
断
で
治
療
中
断
し
て
い

た
糖
尿
病
が
、と
て
も
悪
化
し
て
い

糖
尿
病
が
、と
て
も
悪
化
し
て
い

る
こ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
再
治
療
に

つ
な
が
り
合
併
症
を
予
防
で
き
た
。

（
70
代
男
性
）

後期高齢者健診がはじまっています！

　

健
診
結
果
よ
り
、血
糖
や
血
圧
、

脂
質
、
尿
酸
、
腎
機
能
、
尿
検
査
異

常
、心
電
図
な
ど
、決
め
ら
れ
た
基
準

に
該
当
さ
れ
る
人
を
訪
問
し
保
健
指

導
・
個
別
支
援
を
行
い
、改
善
や
重

症
化
予
防
に
つ
な
げ
ま
す
。ま
た
、健

康
状
態
が
不
明
な
高
齢
者
の
状
態
把

握
を
行
い
、状
況
に
応
じ
て
、医
療
の

受
診
勧
奨
や
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
へ
つ

な
い
で
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、住
民
主
体
の
通
い
の
場

に
保
健
事
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

出
向
き
、運
動
・
栄
養
な
ど
地
域
の

課
題
に
対
応
し
た
講
話
や
健
康
相
談

を
行
い
ま
す
。

健康ポイント交換には、
健診受診が必須条件で
す！！
ぜひ、受診してください。

ど
ん
な
事
業
な
の
？

各地区での健診予約電話
☎23・1167、☎ 24・9039
実施期間：6月～ 11月（各地区）
※詳しくは住民健診ガイド本を
ご覧ください
※ウェブ予約も可能です

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
健
康

推
進
課
保
健
指
導
係（
☎

２
４・８
１
６
３
）

通いの場

その他関係機関保健事業コーディネーター医療機関

保健事業コーディネーターの仕事
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15 16

22

29

23

30

土 日Saturday Sunday

▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）　　　　　　23・4131
柳病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（津江） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市）　　　　 0942・53・7511
▼夜間小児救急医療受付　（19:00 ～ 21:30）

［月・水・金］公立八女総合病院（23・4131）
［火・木］筑後市立病院（0942・53・7511）
▼日曜日小児救急医療受付（9:00 ～ 14:30）

【7月】2㈰ ・16㈰・30㈰
公立八女総合病院 （23・4131）

【7月】9㈰・23㈰
筑後市立病院 （0942・53・7511）
▼県小児救急医療電話相談（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者 ♯ 8000

…健診日です。詳しくは住民健診ガイド本
　（広報八女5/1号折込）をご確認ください。

小学校就学前の成長
発達面に不安がある人
が対象です。
※電話予約
問子育て支援課こども
家庭係（☎24・8282）

乳幼児心理相談心理士による
　　こころの相談

気軽にご相談ください心理士相談 【要予約】

市内在住の人が
対象です。
7月19日㈬ 13:30～15:30
／おりなす八女 交流棟
創作練習室B
問健康推進課保健指導
係（☎23・1352）

市の催しについてはホームページで確認、そのほ
かについてはお問い合わせください。

健

イ
ベ
ン
ト
は
入
場
料（
参
加
料
）不
要
の
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
掲
載
し
ま
す
。

住民健診

子

　マタニティさん集まれ♪◦
「マタニティヨガ」
10:00 ～ 12:30 ／託児あり
／みらい広場

立花自然と歩こう会
7:30 ～／立花体育館集合
／問白鳥さん☎37・0038
八女軽トラ市
9:00 ～ 12:00 ／八女観
光物産館ときめき駐車場
／問同実行委員会

（☎22・3131）

八女軽トラ市
9:00 ～12:00 ／八女観光
物産館ときめき駐車場
／問同実行委員会

（☎22・3131）

　わ・わ・WA!◦
「山下さんのパネル～にゃ」」
10:30～／きらきら

き

み

小・中学校体育
施設利用者の会
問八女市総合体
育館☎24・1230

　パパママ集まれ！◦
「手作りアイスクリーム屋
さん」10:00～12:00定員あり
／みらい広場

み

【休日当番薬局】日曜日・祝日に開いている
薬局を、八女筑後薬剤師会のホームページ

（http://ycpa.info）で確認することができます。

7月の在宅医当番表
※変更になっていることがありますので確認してください。

✚

7月2日（日）
今里整形外科（高塚）  23・7715
冨田医院（黒木町） 42・0173
馬田歯科医院（筑後市）               0942・52・8788
7月9日（日）
中野内科循環器科（吉田） 25・3010
山口医院（星野村） 52・3131
あららぎ歯科医院（広川町）  　　　　   32・4846
7月16日（日）

なかしま胃腸科（蒲原） 25・6200
中村内科医院（立花町） 37・1601
いなとみ歯科クリニック（広川町）  0943・32・5123
7月17日（祝）
八媛病院（本） 22・4176
岡村医院（立花町） 23・2770
野田歯科医院（筑後市）  　　　  0942・53・4187
7月23日（日）
城戸医院（鵜池） 23・5303
耳納高原病院（星野村） 52・3135
山口歯科医院（筑後市）  　　 　  0942・53・3256
宮城耳鼻咽喉科クリニック（筑後市） 0942・52・8733
7月30日（日）
麻生医院（宅間田） 23・5800
みやざき内科（立花町） 37・0008
永田歯科医院（宅間田） 22・3511

八女観光サイトには、
今月のイベント情報を
掲載しています。

　スペシャルday「功二先
生と遊ぼう」親子でエク
ササイズ 10:30～／親子
でエクササイズ ／ピコロ

ピ

住民健診

住民健診

住民健診住民健診

住民健診
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Monday月 火 水 木 金Tuesday Wednesday Thursday Friday

見やすいところに貼って活用してください。

健康・子育て情報は、
ホームページや LINE で

（＠ yamecity）
（お知らせ受信設定にて選択）
LINE

ホームページ
（こども未来係）

ホームページ
（保健指導係）

Check

み ピ

健康推進課保健指導係
（☎ 23・1352）申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

子育て支援課こども家庭係
やめっこ未来館

（☎ 24・8282）

詳しくはホームページへ
子育て支援施設　きらきら

（立花町北山2747-5）問☎24・9090

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（稲富 499）問☎24・8814

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207／ふじの里内）
問☎42・3301

八女市 検索

健
み

き

ピ

子

（保）…保健師（栄）…栄養士 …下記ヘ問い合わせ◦は要予約 健 き 問･･･問い合わせ子

7 月 イベントカレンダー

　4か月さん集まれ（2月
生）◦「 産後ヨガ 」10:00
～飲み物持参・定員あり
／みらい広場

　移動図書館の日
10:30 ～11:10／みらい広場

　ほんの森ぶっくるん
10:30～／きらきら

　すくすく子育て◦
「早寝早起き朝ごはん」
10:00 ～定員あり／きらき
ら 　やってみよう

「スクラップブッキング」
10:30～／定員あり／託児
あり／ピコロ

　健康相談
10:30 ～11:00 ／上陽支所
14:30 ～15:00 ／星野支所 

上陽（保）星野（保）

　移動ひろば
10:00～13:00／東公民館 

　移動ひろば
10:00～13:00／室岡公民館 

　移動ひろば
10:00～13:00／上陽公民館

　移動ひろば
10:00～13:00／矢部公民館

　乳幼児健診
10か月児（R4年9月生）
／やめっこ未来館 

　乳幼児健診
3歳児（R2年6月生）
／やめっこ未来館 

　乳幼児健診
1歳6か月児（R3年12月生）
／やめっこ未来館 

　乳幼児健診
4か月児（R5年3月生）
／やめっこ未来館

　子育て相談◦9:30～
10:30／やめっこ未来館

　ベビーズクッキング◦
10:00 ～12:00
／やめっこ未来館

　健康相談（保・栄）
10:00 ～11:00
／べんがら村 

　健康相談（保）
10:00 ～11:00 ／黒木支所

　健康相談（保・栄）
14:30 ～15:00 ／矢部支所

　赤ちゃんRoom・相Room
◦13：30～15：00／みらい広
場

　 赤ちゃんRoom・相談
Room◦13：30～15：00／み
らい広場

き健

健

健

健

み

み

み

み

き

ピ

ピ

子子

　ばーすday「ゲストはだ
～れ？」10:30～／ピコロ

　乳幼児健診
1歳6か月児（R3年11月・12月
生）3歳児（R2年5月・6月生）
／ふじの里 

子

子

子

子

子

7月の催し

海の日

七夕短冊にお願い事
を書こう！
期間＝7月1日㈯～ 8月
7日㈪
問星の文化館（☎52・
3000）

上陽祇園祭
日にち＝7月15日㈯
場所＝祗園堂地区の
須賀神社周辺
問市商工会上陽支所

（☎54・2851）

黒木祇園祭
期間＝7月20日㈭・21
日㈮
会場＝素盞鳴神社周
辺町内
問素盞鳴神社（☎42・
0011）

黒木納涼花火大会
日 時 ＝7月22日 ㈯
20:00~
会場＝素盞鳴神社
周辺町内
問同実行委員会

（☎42・0411）

祗園祭「こっぱげ面」
日にち・会場＝星野村
長尾地区7月11日㈫、
的別当、三坂地区14日
㈮・15日㈯
問星野支所まちづくり
推進係（☎52・3112）

き

み

み

　移動ひろば
10:00～13:00／かがやき 
き

ピ

　出張ひろばトゥインクル
10:00～16:00
み

　出張ひろばトゥインクル
10:00～16:00
み

　出張ひろばトゥインクル
10:00～16:00
み

　出張ひろばトゥインクル
10:00～16:00
み

　 移動ひろば
10:00～13:00／いわいの郷 
み

住民健診住民健診

住民健診
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相談はお気軽にどうぞ

無料法律相談 【予約】
◦ 7 月6日㈭、20日㈭ ／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
�◦ 7 月14 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
◦7 月21日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 7 月 21日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※ 2 日前から予約開始
　☎ 22・5161
◦ 7 月28 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦7月20日㈭ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談

（法務局☎23・2603）
◦7月7日㈮13:00 ～ 16:00
　／おりなす八女研修棟
行政相談（総務課☎23・1224）
◦7月6日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦7月3日㈪ 13:30 ～ 15:30
　／立花市民センター 2階
◦7月19日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦7月14日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
◦7月21日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦7月5日㈬、19日㈬
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦7月19日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦7月14日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦7月18日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所 103会議室
◦7月27日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所

定例税務相談会
◦7月10日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会【予約】
◦7月19日 ㈬13:30 ～ 16:30 ／ 八 女
　商工会議所 ※予約☎22・5161
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課福祉総務係☎24・8030）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている人はご相談ください。
◦��平日 8:30 ～ 17:00
年金相談 【予約】
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦�月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　☎0942・33・6192
こども相談室（家庭児童相談室） 【予約】
◦平日 9:00 ～ 17:00　
　本庁内（☎23・1448）
　黒木支所内（☎42・1800）
精神保健福祉相談 【予約】
心配事は一人で考えず、専門家に相談
してください。精神科の医師や保健師
がこころに関する相談に応じます。
◦�第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）

　☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談【予約】
◦�毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館（☎0942・30・0144）
若者（15 ～ 49歳）就職相談支援

《筑後若者サポートステーション》
◦�平日10:00～17:00

《八女出張相談ハローワーク八女内》
◦毎月第２金曜13:00 ～ 17:00
※予約☎0942・30・0087
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦�平日8:30 ～ 16:30 ／八女市消費生

活センター☎23・1183
教育相談
◦�平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110

無料弁護士相談【予約】
◦�毎月第1水曜13:00 ～ 15:00 ／第2・

4水曜18:30 ～ 20:30 ／ひとり親サ
ポートセンター☎092・584・3931

やめ女性のための悩み相談電話
（電話相談または来訪）
夫や恋人からのDV、夫婦間・男女間の
問題、セクハラなどご相談ください。
※来訪は要予約
◦�平日 9:00～17:00／☎24・9422
教育相談
◦�無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦�平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

福岡県あすばる相談ホットライン
◦�毎日9:00 ～ 17:00、金曜のみ18時～

20時30分も可／☎092・584・1266
福岡県配偶者からの暴力相談
◦�月～金17:00 ～ 24:00、土日祝9:00

～ 24:00 ／☎092・663・8724
難病ホットライン
◦�平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

　ひとり親家庭を対象に、
就業支援等を行っています。
◦久留米ひとり親サポート
センター（☎ 0942・32・1140）

電 話 相 談
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ほっと館
かん

やめ
八女市社会福祉協議会福祉生活支援室

　ひきこもりなどに対する相談支
援を行っています。（市内 2 か所）
①八女市高塚 191（共生の森内）
月～金・第 2 土曜日
9:00 ～ 17:00 開館（☎ 22・8315）
②上陽町北川内 123-1（地域福祉
センター内）平日 9:00 ～ 17:00 開
館（☎ 24・9820）

場所が
変わり
ました

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）【地域包括支援センター】 障がい者総合相談窓口
基幹相談支援センター ( リーベル )
平日 8:30 ～ 17:15
☎22・2610

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212
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初めてのスマートフォン講座

井
い ぜ き

堰・水門等の適切な管理について

8 月のし尿くみ取りの予約は
7 月20 日（木）までに！

　これからの時期は、河川および水路等に設置されて
いる井堰・水門等による用水調整が行われ、梅雨時期
とも重なり、大雨による冠水・土砂崩れ等の被害が懸
念されます。今一度、井堰・水門等の点検整備をお願
いします。被害の中には、水門等が閉められたままの状
態によるものや、大量のごみが水路につかえ流れを阻
害することにより発生するものもあります。井堰・水門
等の管理者は、降雨状況に注意をいただき適切な管理
をお願いします。
※大雨が予想される場合には、事前に井堰・水門等は
開けてください。場所によっては、閉めることが必要な
ものもあります。用水時期も必要以上に井堰・水門等
を堰上げないようご注意ください。
◦問い合わせ＝第一整備室農林土木係（☎ 23・
1119）および各支所建設産業係

日　時 研　修　内　容（科目）

7月24日㈪
10:00～16:00 【基本研修（８科目）】

◦子ども子育て家庭の現状／子ども
家庭福祉 など7月26日㈬

10:00～16:00

7月28日㈮
09:30～15:30

【地域保育コース】
専門研修（４科目）

「ファミリー・サポート・センター事業」   
◦ファミリー・サポート・センターの概
要と援助内容 など

7月31日㈪
10:00～16:00 【地域保育コース】

専門研修「共通科目」（12科目）
◦乳幼児の生活と遊び／乳幼児の発
達と心理／心肺蘇生法／グループ討
議 など
専門研修「一時預かり事業」（６科目）
◦一時預かり事業の概要／一時預か
り事業の保育内容／見学実習（講義・
演習） など

8月3日㈭
10:00～16:00

8月4日㈮
10:00～16:00

8月7日㈪
10:00～16:30

8月10日㈭
9:00～17:00

　

市
で
は
子
育
て
支
援
の
担
い
手
と

な
る
人
材
を
養
成
す
る「
子
育
て
支
援

員
養
成
講
座
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
小
さ
な
お
子
さ
ん
と
関
わ
り
た
い
、

子
育
て
中
の
親
の
手
助
け
を
し
た
い
」

と
思
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、特
別
な
資
格

が
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。あ
な
た
の

経
験
や
知
識
を
生
か
し
、子
育
て
の
分

野
で
活
躍
で
き
る「
子
育
て
支
援
員
」

養
成
講
座
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

基
本
研
修
と
専
門
研
修
の
全
科
目

を
受
講
修
了
す
る
と
、全
国
で
通
用
す

る「
子
育
て
支
援
員
」と
し
て
認
定
さ

れ
ま
す
。

⃝

募
集
人
数
＝
20
人

⃝

申
込
方
法
＝
電
話・フ
ァ
ク
ス
で
受

け
付
け（
７
月
１
日
９
時
～
受
付
開
始
）

⃝

受
講
料
＝
無
料

⃝

申
込・
問
い
合
わ
せ
＝
▽
子
育
て
支

援
総
合
施
設
や
め
っ
こ
未
来
館（
☎

２
４・８
８
１
４
／
O
２
４・８
８
１
５
）

▽
や
め
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー（
☎
２
３・１
５
４
６
）

「
子
育
て
支
援
員
」養
成
講
座

地
域
保
育
コ
ー
ス
受
講
者
募
集

　8 月のし尿くみ取りは、盆休み等のため、混雑が
予想されます。予約は、各地域のくみ取り業者へ 7
月 20 日㈭の 17 時までにお願いします。それ以後
の予約受付は、希望日に添えない場合がありますの
でご注意ください。

　公立公民館では、社会のさまざまな場面でデジタ
ル化が進められる中、デジタル格差の解消を図るた
め、スマートフォン講座を開催します。
⃝対象者＝八女市に居住、または八女市に勤務され
ている人 ⃝参加費＝無料 ⃝定員＝各公民館 20 人※
定員を越える場合は抽選で決定します。 ⃝所要時間
＝各講座 2 時間程度 ⃝開催日時・開催場所・申し込
み＝下表のとおり。該当する公民館窓口または電話、
FAX で申し込みください。FAX の場合は「氏名・住所・
連絡先・希望日」を明記してください。
◦問い合わせ＝八女市中央公民館（☎２４・８１２１）

開催日 開催場所・
申込期限

申し込み・
問い合わせ

8 月 9 日㈬
13:30 ～

中央公民館
（おりなす八女）

7 月 26 日㈬

☎ 24・8121
N 24・8122

8 月 24 日㈭
13:30 ～

上陽公民館
8 月 10 日㈭

☎ 54・3131
N 54・3755

9 月 7 日㈭
13:30 ～

立花公民館
8 月 24 日㈭

☎ 37・1522
N 37・1532

9 月 21 日㈭
13:30 ～

黒木公民館
９月 7 日㈭

☎ 42・9730
N 42・9731
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同
和
問
題
と
は
、「
同
和
地
区

に
住
ん
で
い
る
」「
被
差
別
部
落

の
出
身
で
あ
る
」
な
ど
の
理
由

で
、
結
婚
や
就
職
の
時
な
ど
、
社

会
か
ら
心
理
的
に
も
実
態
的
に
も

忌
避
や
差
別
さ
れ
、
基
本
的
人
権

が
侵
害
さ
れ
る
深
刻
な
人
権
問
題

で
す
。

　

近
年
、
情
報
化
の
進
展
に
伴
っ

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
被
差

別
部
落
へ
の
誹
謗
中
傷
が
書
き
込

ま
れ
た
り
、
差
別
意
識
を
助
長
す

る
よ
う
な
悪
質
な
動
画
が
公
開
さ

れ
た
り
す
る
な
ど
、
新
た
な
差
別

行
為
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　
「
同
和
問
題
は
昔
の
こ
と
。
差

別
が
あ
る
こ
と
を
口
に
出
さ
な
い

で
、
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
自
然
と

差
別
は
な
く
な
る
」
と
い
う
考
え

を「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
論
」
と

い
い
ま
す
。
そ
の
考
え
方
で
は
、

今
起
こ
っ
て
い
る
差
別
問
題
を
放

置
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
と

と
も
に
、
今
後
差
別
を
受
け
た
人

や
、
差
別
を
受
け
る
か
も
し
れ
な

い
と
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
が
誰

に
も
相
談
で
き
な
い
状
況
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
が
令
和
２
年
に
行
っ
た
市
民

意
識
調
査
に
よ
る
と
、「
寝
た
子

を
起
こ
す
な
」
の
考
え
を
持
っ
て

い
る
人
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
今
も
一
定
数
の
人
が
存

在
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

同
和
問
題
を
正
し
く
知
ら
な
い
ま

ま
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
な
ど
の

誤
っ
た
情
報
に
触
れ
る
と
、
そ
れ

が
真
実
だ
と
思
い
込
み
、
い
つ
ま

で
も
差
別
や
偏
見
が
続
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
差
別
を
断
ち
切
る
た

め
に
は
、
正
し
く
学
び
、
一
人
一

人
が
自
分
に
で
き
る
行
動
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
社
会
で
生
活

す
る
私
た
ち
が
、
差
別
に
対
し
て

何
も
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
差

別
を
容
認
・
助
長
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
こ
と
を
自
覚
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
同
和
問
題

を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

■ 問い合わせ＝人権・同和政策・男女共同参画推進課（☎ 23・１490）

７
月
は「
福
岡
県
同
和
問
題

啓
発
強
調
月
間
」で
す

第 2 回 第 3 回 第 4 回 第 5 回

場所 立花市民センター おりなす八女 黒木支所大会議室 上陽公民館

日時 8 月 24 日㈭ 19 時～ 9 月 21 日㈭ 19 時～ 10 月 19 日㈭ 19 時～ 11 月 16 日㈭ 19 時～

演題
デジタル社会の子ども
たち～意外なところで起き
ている子どもの権利侵害～

性の多様性とアンコン
シャスバイアス

外国から来た人も安心し
て暮らせる地域社会に たすけてと言える社会に

講師 古
ふ る の

野 陽
よういち

一さん 荒
あらまき

牧 明
あ き ら

楽さん 伊
い と う

藤 福
ふ く こ

子さん 森
もりまつ

松 長
な が お

生さん

人権セミナー八女 2023 予定表　※各回についての詳細は当月の広報八女でお知らせします

　

同
和
問
題
に
つ
い
て
一
緒
に
学
び

ま
し
ょ
う
。

◦
日
時
＝
７
月
29
日
㈯

①
映
画「
破
戒
」上
映

【
場
所
】お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル

【
開
会
】
14
時(

13
時
開
場)

※
上
映
時
間
１
１
９
分
・
日
本
語
字

幕
付

※
一
時
保
育
あ
り

②
パ
ネ
ル
展
示

"M
y Story"s

～
部
落
に
つ
な
が
る

「
私
」た
ち
か
ら
見
え
る
景
色
～

【
場
所
】
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め

ホ
ー
ル

【
展
示
時
間
】
9
時
～
17
時

①
②
い
ず
れ
も
入
場
無
料

詳
細
は
チ
ラ
シ
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

く
だ
さ
い
。

第
１
回
人
権
セ
ミ
ナ
ー
八
女

「
市
民
の
集
い
２
０
２
３
」

(C) 全国水平社創立 100 周年記念映画製作委員会
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こ
の
運
動
は
、福
岡
県
の
「
人
権

の
花
」で
あ
る
ひ
ま
わ
り
を
、子
ど

も
た
ち
が
協
力
し
て
育
て
る
こ
と
で

優
し
さ
と
思
い
や
り
の
心
、責
任
感

を
育
み
、自
分
の
こ
と
も
他
者
の
こ

と
も
大
切
に
で
き
る
豊
か
な
人
権
感

覚
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
度
、市
で

は
４
月
28
日
に
八
幡
小
学
校
、５
月

２
日
に
忠
見
小
学
校
、５
月
８
日
に

上
妻
小
学
校
の
３
年
生
の
児
童
が
種

ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

種
ま
き
当
日
、
先
生
た
ち
か
ら

「
今
日
み
な
さ
ん
は
大
切
な
命
を
預

か
り
ま
す
」と
の
言
葉
を
受
け
た
子

ど
も
た
ち
は
、人
権
擁
護
委
員
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、一
人
一
人
に
手

渡
さ
れ
た
種
を
丁
寧
に
花
壇
に
植

え
、優
し
く
土
を
被
せ
て
水
を
や
り

ま
し
た
。

　
「
ひ
ま
ち
ゃ
ん
大
き
く
な
っ
て
ね
」

と
自
分
の
種
に
名
前
を
つ
け
、声
を

か
け
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
育
て
る
ひ
ま
わ
り

は
、こ
れ
か
ら
、種
が
芽
吹
き
、日
差

し
を
た
っ
ぷ
り
浴
び
て
、夏
に
は
大

輪
の
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。子
ど
も
た
ち
は
ひ
ま
わ
り

の
成
長
に
命
の
尊
さ
や
、友
達
と
協

力
し
て
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
ま
す
。秋
に
は
種
を
収
穫
し
、そ

の
種
に
子
ど
も
た
ち
手
書
き
の
人
権

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
、色
と
り
ど

り
の
風
船
で
飛
ば
す
計
画
で
す
。

なぜなぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －

人
権
の
花
に
願
い
を
込
め
て

～
人
権
の
花
運
動
が
今
年
も
始
ま
り
ま

し
た
～

　

人
権
擁
護
委
員
は
、市
長
の

推
薦
に
基
づ
き
法
務
大
臣
が
委

嘱
す
る
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。
こ
の
制
度
は
、
地
域
に

根
ざ
し
た
活
動
の
中
で
人
権
の

大
切
さ
を
広
め
、人
権
侵
害
が

起
き
な
い
よ
う
に
見
守
り
、人

権
を
守
っ
て
い
く
事
を
目
的
と

し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で

す
。八
女
市
で
も
令
和
５
年
１

月
１
日
現
在
、19
人
の
人
権
擁

護
委
員
の
方
々
が
、人
権
が
尊

重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
相
談
業
務
や
啓
発
活
動
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

△種まきの様子

△水やりの様子

△ひまわりの成長を願う子どもたち

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
？

　

政
府
が
２
０
５
０
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す
旨
の
宣
言
を
し

た
こ
と
に
伴
い
、八
女
市
に
お
い
て
も
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

施
策
を
進
め
て
い
く
た
め
、「
八
女
市
地

域
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
ま

し
た
。本
ビ
ジ
ョ
ン
で
は「
第
５
次
八
女

市
総
合
計
画
」に
て
定
め
た
市
の
将
来
都

市
像
を
、エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
側
面
か
ら

実
現
す
る
た
め
の
事
業
方
針
を
明
示
し

て
い
ま
す
。詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

て
公
開
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
環
境
課
環
境
保
全
・
政

策
係（
☎
2
3・1
4
6
2
）

八
女
市
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、立
ち
直
り
を
支

え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

　

７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」の
強
調
月
間
で
す
。こ
れ
は
、犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ

せ
、犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運

動
で
す
。

　

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
や
非
行
を

し
た
少
年
の
立
ち
直
り
を
温
か
い
目

で
見
守
り
、援
助
の
手
を
さ
し
の
べ

て
、明
る
い
社
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

  

八
女
保
護
区
保
護
司
会
八
女
支
部
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基本理念

心豊かに、共に支えあい、
安心して健やかに暮ら

せる、優しいまち　八女

基本理念

心豊かに
共に支えあい

安心して
健やかに暮らせる

優しいまち
八女

　

個
人
や
世
帯
が

抱
え
る
福
祉
課
題

は
、
よ
り
複
雑
化
・

複
合
化
し
て
き
て

い
ま
す
。さ
ら
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
に
よ
り
、地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
も
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
変
化
の
激
し
い
社
会
に
お
い
て
、国
の

方
針
と
し
て
、誰
も
が
役
割
を
持
ち
活
躍
で
き
る「
地
域

共
生
社
会
」（
※
注
）の
実
現
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、第
２
次
計
画
の
策
定
以
降
に
生
じ
た
さ
ま

ざ
ま
な
社
会
変
化
を
踏
ま
え
「
第
３
次
八
女
市
地
域
福

祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
近
年
、犯
罪
件
数
の
減
少
に
対
し
、再
犯
者
率

の
上
昇
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、国
だ
け
で
は
な
く
、

県
や
市
、生
活
の
基
盤
と
な
る
地
域
の
役
割
も
重
視
さ

れ
て
い
ま
す
。再
犯
者
の
中
に
は
、福
祉
的
な
課
題
を

抱
え
支
援
を
必
要
と
す
る
人
も
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

「
再
犯
防
止
推
進
計
画
」を
「
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福

祉
活
動
計
画
」に
内
包
す
る
形
で
策
定
し
ま
し
た
。

第
３
次
八
女
市
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画

（
第
１
次
八
女
市
再
犯
防
止
推
進
計
画
）を
策
定
し
ま
し
た

◦
計
画
期
間 
５
年
間

 （
令
和
５
年
度
～
令
和
９
年
度
）

※
注「
地
域
共
生
社
会
」と
は
制
度
・
分
野
ご
と
の
『
縦

割
り
』や
「
支
え
手
」「
受
け
手
」と
い
う
関
係
を
超
え

て
、地
域
住
民
や
地
域
の
多
様
な
主
体
が
『
我
が
事
』

と
し
て
参
画
し
、人
と
人
、人
と
資
源
が
世
代
や
分
野

を
超
え
て
『
丸
ご
と
』つ
な
が
る
こ
と
で
、住
民
一
人

一
人
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
、地
域
を
と
も
に
創
っ
て

い
く
社
会
の
こ
と
で
す
。

地域福祉計画・地域福祉活動計画
計画体系

◦基本目標 1 ＝相談しやすい雰囲気づくり
　①支援の情報をわかりやすく伝える
　②身近で気軽な相談支援を進める
◦基本目標 2 ＝連携した支援ができる体制づくり
　①福祉サービスの量や質の充実を図る
　②連携した支援体制の充実を図る
◦基本目標 3 ＝絆を深め孤立化を防ぐ地域づくり
　①地域での身近な助けあいを進める
　②災害時の避難に備える
　③地域の見守りで防犯力を高める
◦基本目標 4 ＝社会参加の意識づくり
　①共に生きる社会について学ぶ場をつくる
　②交流・ふれあいを促進する
　③ボランティア活動に参加しやすくする

　   再犯防止推進計画　計画体系

重点課題 1 ＝出所者に対する就労支援
重点課題 2 ＝出所後の住居確保支援
重点課題 3 ＝薬物依存に関する治療・支援
重点課題 4 ＝児童生徒の健全育成
重点課題 5 ＝関係機関への支援と連携強化
重点課題 6 ＝再犯防止に関する広報・啓発

問い合わせ＝福祉課福祉総務係（☎ 24・8030）
／八女市社会福祉協議会（☎ 23・0294）

地域福祉推進に大切な
4 つの助けあいの視点と役割

自助 本人やその家族の力で課題を解決すること

互助 身近な人間（隣近所、遠方の家族等）が、お互
い様の気持ちで助けあうこと

共助
地域住民、地域活動・地域福祉活動を行う人
たち、地域の施設・事務所等が組織化し、協働
して助けあうこと

公助 行政による支援や公的な福祉サービスを提供
すること
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心と体の発達教育相談

「危機管理型水位計」及び「簡易
型河川監視カメラ」について

八女市岩戸山歴史文化交流館

「いわいの郷」

「いわいの郷」体験イベント

■ 染色体験―古代の色で染めてみよう―
　「べんがら」でミニトートバックを染
色します。「べんがら」は古代から伝わる
絵の具で、さまざまな場所で用いられてい
ます。また、土から採れて土にかえる環境循環型
の素材でもあります。いろいろな特質をもつ「べん
がら」を体験してみませんか。
◦日にち＝7 月29日㈯
◦時間＝13:30 ～ 16:00
◦会場＝いわいの郷
◦参加費＝ 800 円
◦定員＝20 人( 先着順 )
※月曜日は休館のため
ファクスのみ受付

◦申込・問い合わせ＝岩戸山歴史文化交流館「いわいの
郷」（☎ 24・3200／N24・3210）月曜休館 
◦対象者の記載がない事業はどなたでも参加できます。た
だし、小学 3 年生以下の参加は保護者の同伴が必要です。

ぼ
ん
ぼ
り
の 

灯ひ

に
照
ら
さ
れ
て
岩
戸

山 

う
す
紅
に
咲
く
五ご
ぶ分
の
さ
く
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
　 

石
川
　
照
朗

う
ち
返
し 

土
に
太
陽
充み
た
し
め
て 

夏
の
野
菜
の
畝うね
を
整
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　 

甲
斐
田
絹
代

白
寿
ち
か
き 

画
家
の
講
話
の
胸
に

沁し

む 

吾わ
れ

の
驕お
ご

り
の
崩
る
る
音
す

　
　
　
　
　
　
　
　 

古
賀
　
耀
子

寒
き
冬 

越
え
た
る
も
の
の
し
た
た
か

さ 

刈
り
取
る
高
菜
の
き
り
口く
ち

清す
が

し

　
　
　
　
　
　
　
　 

井
口
登
志
子

東ひ
が
し
に
ほ
ん

日
本
に 

咲
く
だ
ろ
う
今
年
も
満

開
に 

桜
の
花
は
日に
っ
ぽ
ん本
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　 

石
川
　
愛
子

■ 筑後地方の青銅器
　青銅器は弥生時代に朝鮮半島より伝わりました。
熱し溶かした銅と錫を鋳型に流し込み作られる青銅
器は、まさに弥生時代のハイテク技術と言えます。
今回は青銅器の歴史と製作について、わかりやすく
ご紹介いたします。
◦講師＝進

しんむら

村 真
まさゆき

之さん（九州歴史資料館埋蔵文化
財調査室 文化財調査班班長）
◦日時＝7 月22日㈯ 13：30 ～ 15：00
◦定員＝ 40 人（要申込・先着順）
◦申込受付開始＝7 月１日㈯

八女磐井短歌会

　八女市教育委員会では、様々な支援を必要とするお
子様に、教育的ニーズに応じた学習の場を提供してい
ます。例えば、自分では一生懸命に取り組んでいるつも
りなのに、うまくできなくて困っている子ども達の入学
に際し、保護者が抱える不安や悩みをお聞きし、適切
な学習の場や支援の方法を一緒に考えます。子ども達
一人一人が、楽しい学校生活を送れるよう、遠慮なく
ご相談ください。
◦相談期間＝ 8 月1日㈫～ 8 月 31日㈭ 9 時～ 16 時 
※休日・祝日・お盆を除く
◦問い合わせ先＝八女市教育委員会（☎ 24・9176）
に事前にご連絡ください。

就学相談会
～小学校入学に向けて困って
いることはありませんか？～

　お手軽なものから、じっくり教わるものまで、お
好みの「ものづくり体験」ができます。人権学習な
どの「学びのひろば」も開催予定です。
◦日時＝ 8 月 19 日㈯ 13 時～ ◦会場＝おりなす八
女（入場無料） ◦対象者＝市内に居住または通園・
通学している年少児から小学 6 年生まで ◦体験
料＝体験チケット（有料）は、チラシや市ＨＰに掲載
の 2 次元コードから事前に予約が必要です。 ◦問
い合わせ＝第 17 回 あつまれ！元気もんフェア実
行委員会事務局（社会教育係内／☎ 23・1318）

第 17 回 あつまれ！
元気もんフェア

　お子さんの養育面に関する保護者の悩みや心配事に
対して、教育・福祉等の各専門家が個別相談に応じ、
適切なアドバイスをします。
◦日時＝7 月27日㈭ 13 時 30 分～16 時 30 分
◦会場＝南筑後教育事務所（筑後市大字和泉 423）
◦申込期限＝6 月29日㈭
◦問い合わせ＝八女市教育委員会（☎ 23・1954）

　市では、河川の水位状況を把握し、地域住民の避
難行動や水防活動を支援するため、「危機管理型水位
計」及び「簡易型河川監視カメラ」を市内 2 箇所の河川
に設置しています。水位情報やカメラ画像は、パソコン
やスマートフォンから確認できますので、豪雨や台風
などの際には、自治体から出される避難情報と合わせ、
川の水位情報等を参考にしていただきますようお願い
します。詳細は、市ホームページをご確認ください。
◦問い合わせ＝建設課計画推進係（☎ 24・9457）
防災安全課消防防災係（☎ 23・1731）

「いわいの郷」歴史講座
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お知らせも
よ
お
し

　掲載している催し等は、新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大防止のため、中止になる
ことも想定されます。市の催しについては八
女市ホームページで確認、そのほかについて
はお問い合わせください。催しへの来訪の際
はマスクの着用や検温にご協力ください。

　

太
陽
の
光
を
た
っ
ぷ
り
浴
び
た

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
収
穫
し
て
、美
味

し
い
ジ
ャ
ム
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
＝
７
月
23
日
㈰
９
時
30
分

～
14
時（
小
雨
決
行
）

◦
定
員
＝
20
人（
先
着
順
、要
予
約
）

◦
集
合
場
所
＝
げ
ん
き
館
お
お
ぶ
ち

◦
参
加
費
＝
１
５
０
０
円
／
人

（
昼
食
、お
土
産
、保
険
料
込
み
）

◦
持
ち
物
＝
動
き
や
す
い
服
装
、

帽
子
、タ
オ
ル
、水
筒
、エ
プ
ロ
ン
、

雨
具
、虫
よ
け
ス
プ
レ
ー

◦
申
込
方
法
＝
電
話
か
メ
ー
ル
で

参
加
者
名
・
連
絡
先
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
げ
ん
き

館
お
お
ぶ
ち（
☎
２
４・
８
２
１
７

Qgenkikanoobuchi@
gm

ail.
com

）
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
摘
み
＆
ジ
ャ
ム
作

り
体
験

「
筑
後
川
・
川
の
駅
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
２
０
２
３
」

　

筑
後
川
の
本
格
改
修

が
始
ま
っ
て
か
ら
今
年

で「
１
０
０
周
年
」を
迎

え
、記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て「
筑

後
川
・
川
の
駅
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

２
０
２
３
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
賞

品
が
当
た
り
ま
す
。詳
細
は
、福

岡
都
市
圏
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
八
女
市
は
筑
後
川
本
格
改
修

１
０
０
周
年
連
絡
会
会
員
で
す
。

◦
実
施
期
間
＝
７
月
19
日
㈬
～

11
月
24
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
都
市

圏
広
域
行
政
事
業
組
合
（
☎

０
９
２
・
７
３
３
・
５
０
０
４
）

　

八
女
福
島
の
燈
籠
人

形
保
存
会
で
は
、
９
月

21
日
㈭
の
口
開
け
公
演

か
ら
、９
月
22
日
㈮
～
24
日
㈰
の

本
公
演
期
間
中
、舞
台
の
両
袖
に

座
り
公
演
を
見
守
る
後
見
役
を
募

集
し
ま
す
。後
見
役
の
際
に
着
用

す
る
男
子
用
紋
付
・
袴
は
、各
自

八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
後
見
役

　

燈
籠
人
形
の
歴
史
や

人
形
が
動
く
仕
組
み
、

お
は
や
し
に
使
わ
れ
る

楽
器
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
７
月
30
日
㈰
13
時
～

◦
場
所
＝
八
女
民
俗
資
料
館（
八

女
伝
統
工
芸
館
横
）

◦
募
集
人
数
＝
30
人（
無
料
・
電

夏
休
み
、み
ん
な
で
学
ぶ

「
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
」

募
　
集

◦
日
時 

＝
７
月
21
日
㈮
17
時
30

分
～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
小
学
生

◦
参
加
費
＝
会
員
無
料
、
一
般

６
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ

ク
ラ
ブ（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

短
期
子
ど
も
体
操
教
室

で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。男
子
用
紋

付
・
袴
を
準
備
で
き
な
い
場
合
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
者
＝
３
歳
か
ら
小
学
６

年
生
ま
で
の
子
ど
も

◦
注
意
事
項
＝
舞
台
で
は
、男
女

と
も
男
子
用
紋
付
・
袴
を
着
用
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◦
申
込
方
法
＝
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
先
＝
福
島
校
区
在
住
者
は

各
行
政
区
長
へ
、そ
の
他
の
地
域

の
在
住
者
は
文
化
振
興
課
へ
申
し

込
み
。

◦
申
込
期
限
＝
７
月
20
日
㈭

※
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
保

存
会
で
は
、男
子
用
紋
付
・
袴

の
寄
附
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。寄
附
い
た
だ
い
た
紋
付
・

袴
は
、保
存
会
で
大
切
に
管
理

し
、公
演
で
使
用
し
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
文
化

振
興
課（
☎
２
３・１
９
８
２
）

◦
日
時
＝
７
月
23
日
㈰

受
付
９
時
30
分
、
実
技

10
時
～
11
時
30
分

◦
対
象
者
＝
幼
稚
園
・
保
育
所

に
通
う
年
長
さ
ん
年
中
さ
ん
親
子

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
申
し
込
み
＝
総
合
体
育
館（
☎

２
４
・
１
２
３
０
）、各
支
所
ま
ち

づ
く
り
推
進
係

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ス
ポ
ー
ツ

in
八
女

第
12
回
八
女
市
長
旗（
ナ
イ
タ
ー
）

野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム

◦
受
付
期
間
＝
７
月
１
日
㈯
～

７
月
23
日
㈰

　

犬
山
漁
業
協
同
組
合
で
は
第
22

回
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
釣
り
大
会
を
開

第
22
回
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
釣
り
大
会

　

ト
ル
コ
と
日
本
の
交
友
活
動
に

取
り
組
む
Ｇ
Ｏ
Ｅ
Ｎ
の
支
援
活
動

報
告
と「
ト
ル
コ
大
地
震
と
ト
ル

コ
の
今
」を
パ
ネ
ル
展
示

◦
期
間
＝
８
月
２
日
㈬
午
後

～
18
日
㈮

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修

棟
１
Ｆ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ

◦
入
場
料
＝
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｇ
Ｏ
Ｅ
Ｎ
代

表
エ
ン
シ
ジ
・
ム
ラ
ー
ト

（
☎
０
９
０・９
４
9
６・８
６
９
９
）

「
ト
ル
コ
大
地
震
と
ト
ル
コ
の
今
」

パ
ネ
ル
展
示

話
、フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル
で
申
し
込

み
）

◦
申
込
締
切
＝
７
月
20
日
㈭

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
民

俗
資
料
館（
☎
２
２
・
３
５
４
５ 

O
２
２
・
３
１
４
４
／
Qinfo@

yam
edentoukougeikan.jp

）

催
し
ま
す
。ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
が
、小
学
３
年
生
以
下
は

保
護
者
の
付
き
添
い
が
必
要
で

す
。先
着
１
８
０
人
に
は
お
に
ぎ

り
や
ア
ユ
の
塩
焼
な
ど
の
昼
食
を

用
意
し
ま
す
。計
量
後
、各
賞
を
表

彰
し
ま
す
。

◦
期
日
＝
７
月
30
日
㈰

◦
参
加
受
付
＝
当
日
６
時
～
８
時

◦
場
所
＝
犬
山
ダ
ム（
黒
木
町
）

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
支
所
建

設
産
業
係（
☎
４
２
・
１
１
１
７
）
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久
留
米
絣
手
織
り
と
藍

染
め
の
教
室
を
開
催
し
ま

す
。２
日
間
の
短
期
教
室

で
、１
日
目
に
手
織
り
・
２
日
目
に

藍
染
め
を
行
い
ま
す
。講
師
は
、国
指

定
重
要
無
形
文
化
財
久
留
米
絣
技

術
保
持
者
の
森
山
虎
雄
・
哲
浩
氏
の

久
留
米
絣
手
織
り
・
藍
染
め
体
験

教
室
参
加
者

　

訪
問
介
護
員
に
な
る

資
格
が
取
得
で
き
、
介

護
業
務
を
行
う
た
め
に

必
要
な
知
識
と
技
術
を
学
べ
ま
す
。

◦
日
程
＝
▽
水
曜
・
金
曜
コ
ー
ス

介
護
職
員
初
任
者
研
修
講
座

◦
募
集
案
内
配
布
お
よ

び
受
付
期
間
＝
７
月
10

日
㈪
～
７
月
31
日
㈪

※
応
募
者
数
が
募
集
戸
数
を
超
え

る
場
合
は
抽
選（
公
開
抽
選
会
）と

な
り
ま
す
。詳
細
は
募
集
案
内

又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
定
住
対
策
課

（
☎
２
３
・
２
５
７
７
）、各
支
所

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

第
2
回
市
営
住
宅
入
居
者

◦
日
程
＝
【
Ａ
日
程
】

10
月
26
日
㈭
、11
月
２

日
㈭
、
９
日
㈭
、
23
日

㈭
、30
日
㈭
【
Ｂ
日
程
】
12
月
16
日

㈯
、23
日
㈯
、１
月
13
日
㈯
、20
日

㈯
、27
日
㈯

◦
開
始
時
間
＝
10
時
～ 

※
終
了
時

間
は
日
程
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

◦
会
場
＝
久
留
米
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ

◦
内
容
＝
介
護
に
関
す
る
基
本
的

な
知
識

◦
対
象
＝
介
護
未
経
験
の
方

◦
定
員
＝
50
人（
先
着
順
・
無
料
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
社
会

福
祉
協
議
会
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
３
１
０
）

福
岡
県
介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修

①
七
夕
ま
つ
り

◦
日
時
＝
７
月
30
日
㈰

10
時
～
12
時（
受
付
開
始

＝
9
時
45
分
～
）

◦
場
所
＝
多
世
代
交
流
館「
共
生

の
森
」

◦
内
容
＝
小
学
１
年
生
の
七
夕
揮

ご
う
会
・
手
作
り
お
も
ち
ゃ
遊
び

な
ど

②「
友
遊
く
ら
ぶ
」参
加
者

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
、多
世
代
の
皆
さ
ん

が
交
流
で
き
る
く
ら
ぶ

や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

◦
対
象
＝
市
内
在
住
者（
無
料
・

随
時
受
付
）

◦
内
容
＝
▽
将
棋
＝
毎
月
第
３
・

多
世
代
交
流
館
事
業

①
第
３
回
「
家
族
の

住
環
境
を
考
え
る
」

◦
日
時
＝
７
月
16
日
㈰

10
時
～
12
時

②
親
子
で
Ｄ
Ｉ
Ｙ
木
育
教
室
第
１

回「
設
計
し
よ
う
！
」

◦
日
時
＝
７
月
16
日
㈰
13
時
〜
16

時（
午
前
中
の
①
座
学
受
講
必
須
）

◦
定
員
＝
①
②
共
に
10
組（
要

予
約
・
無
料
）

◦
開
催
場
所
＝
お
り
な
す
八
女

◦
申
し
込
み
＝
住
教
育
推
進
機
構

（
☎
０
５
０・３
７
０
７・３
３
９
３
）

住
育
学
校
７
月
開
催

①
観
葉
植
物
の
寄
植
え
と
初

心
者
の
た
め
の
ハ
ン
ギ
ン
グ

バ
ス
ケ
ッ
ト
作
り

◦
日
時
＝
７
月
29
日
㈯
13
時

30
分
～
16
時

◦
場
所
＝
福
岡
県
緑
化
セ
ン

タ
ー

◦
定
員
＝
15
人
（
先
着
順
）

◦
材
料
費
＝
観
葉
植
物
の
寄

植
え
１
５
０
０
円
・
バ
ス
ケ
ッ

ト
作
り
３
０
０
０
円

◦
申
込
締
切
＝
７
月
21
日
㈮

②
子
ど
も
緑
の
教
室

◦
内
容
＝
葉
っ
ぱ
の
研
究（
自
由

研
究
冊
子
作
成
）

◦
日
時
＝
８
月
６
日
㈰
13
時
30
分

緑
化
講
習
会

４
土
曜
日
13
時
～
15
時
※
基
本
的

な
ル
ー
ル
を
知
っ
て
い
る
人
▽
折

り
紙
＝
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
13

時
～
15
時
※
折
り
紙
持
参
▽
ハ
ン

ド
メ
イ
ド《
編
む
》＝
毎
月
第
１
・

３
水
曜
日
13
時
～
15
時
※
毛
糸
や

か
ぎ
針
な
ど
持
参
▽
交
流
イ
ベ
ン

ト
＝
毎
月
土
曜
日（
不
定
期
）暮
ら

し
に
役
立
つ
リ
サ
イ
ク
ル
手
芸
や

野
外
体
験
活
動
※
参
加
費
あ
り

③
作
っ
て
遊
ぼ
う
！

　

子
ど
も
達
に
大
人

気
の
走
る
ぶ
ん
ぶ
ん

ゴ
マ
や
、牛
乳
パ
ッ
ク

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
等
、手
軽
に
作

れ
る
お
も
ち
ゃ
を
作
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
７
月
22
日
㈯
13
時
30
分

～
15
時
30
分

◦
場
所
＝
多
世
代
交
流
館「
共
生

の
森
」

◦
定
員
＝
15
人

◦
参
加
費
＝
無
料（
要
申
し
込
み
）

◦
上
記
①
②
③
問
い
合
わ
せ
＝

多
世
代
交
流
館「
共
生
の
森
」（
☎

２
２・２
２
５
７
）

◦
大
会
会
場
＝
八
女
市
立
山
球
場

◦
大
会
期
間
＝
８
月
29
日
㈫
～

10
月
中
旬
予
定

◦
参
加
費
＝
５
０
０
０
円

※
抽
選
会
を
８
月
５
日
㈯
19
時
～

八
女
市
総
合
体
育
館
研
修
室
で
行

い
ま
す（
各
チ
ー
ム
１
人
出
席
）

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝

総
合
体
育
館（
☎
２
４・１
２
３
０
）

８
月
16
日
㈬
～
９
月
29
日
㈮
９
時

～
17
時
▽
土
曜
コ
ー
ス
８
月
19
日

㈯
～
11
月
25
日
㈯
９
時
～
17
時

◦
場
所
＝
立
花
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
か
が
や
き

◦
対
象
＝
15
歳
以
上
で
八
女
市

在
住
か
市
内
事
業
所
介
護
職
従
事

者
。全
日
程
参
加
、市
介
護
人
材
バ

ン
ク
登
録
可
能
者

◦
定
員
＝
各
コ
ー
ス
12
人（
先
着
順
）

◦
費
用
＝
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
実
費
）

◦
申
込
開
始
＝
７
月
12
日
か
ら

◦
問
い
合
わ
せ
＝
株
式
会
社
リ

セ
ス（
☎
０
９
４
２・５
２・４
８
８
７
）

親
子
で
す
。

◦
内
容
＝
▽
１
日
目
・
手
織
り
コ
ー

ス
タ
ー（
大
判
）４
枚
▽
２
日
目
・
藍

染
め
ハ
ン
カ
チ
２
枚

◦
日
時
＝
８
月
５
日
㈯ 

・
６
日
㈰

両
日
と
も
10
時
～
17
時

◦
受
講
料
＝
１
６
５
０
０
円（
材

料
・
税
込
み
）

◦
募
集
人
数
＝
５
人（
先
着
）

◦
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
１
階

開
放
工
房

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
伝
統
工
芸

館（
☎
２
２・３
１
３
１
）
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森
の
案
内
人
と
一
緒

に
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー

ド（
第
３
ロ
ー
ド
）を
歩

き
ま
す
。セ
ラ
ピ
ー
体
験
後
は
森
の

ク
ラ
フ
ト
体
験
を
行
い
ま
す
。

◦
期
日
＝
７
月
23
日
㈰

◦
受
付
時
間
＝
９
時
30
分
～
45

分
、10
時
ス
タ
ー
ト

◦
場
所
＝
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女

◦
定
員
＝
先
着
30
人

◦
参
加
資
格
＝
体
力
と
健
康
に

自
信
の
あ
る
人（
※
歩
く
距
離
は

約
２
ｋ
ｍ
に
な
り
ま
す
）

◦
募
集
締
切
＝
７
月
12
日
㈬

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝

黒
木
支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（
☎
４
２
・
１
１
１
２
）

森
林
セ
ラ
ピ
ー
と
森
の
ク
ラ
フ
ト

体
験

　

カ
ー
ド
の
交
付
専
用

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

臨
時
窓
口
は
本
庁
と
黒

木
支
所
で
、事
前
予
約
が
必
要
で
す

（
各
支
所
カ
ー
ド
も
受
け
取
り
可

能
）。

◦
開
設
日
（
予
約
締
切
日
）＝

７
月
９
日
㈰（
７
月
４
日
㈫)

、７

月
23
日
㈰（
７
月
18
日
㈫)

◦
開
設
時
間
＝
８
時
30
分
～
12
時 

◦
場
所
＝
本
庁
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
特
設
会
場
、黒
木
支

所
市
民
係（
９
日
の
み
開
設)

◦
対
象
業
務
＝
カ
ー
ド
交
付
の
み

◦
必
要
な
も
の
＝
電
話
予
約
時
に

案
内

【
星
野
地
区
】▽
日
時

＝
７
月
７
日
㈮
10
時

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

平
成
19
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
で

20
歳
未
満
の
人
は
、１

期
２
期(

計
４
回
の
接
種)

が
終

わ
っ
て
い
な
い
場
合
、当
面
の
間

特
例
措
置
と
し
て
無
料
で
接
種
で

き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
保

健
指
導
係(

☎
２
３
・
１
３
５
２)

日
本
脳
炎
予
防
接
種
（
特
例
）
に

つ
い
て

お
知
ら
せ

ま
す
。

◦
手
続
・
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課

市
民
税
係（
☎
２
３
・
１
１
１
３
）

～
11
時
30
分
、12
時
30
分
～
15

時
▽
場
所
＝
星
野
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
そ
よ
か
ぜ
」

【
矢
部
地
区
】▽
日
時
＝
７
月

11
日
㈫
10
時
～
11
時
30
分
、12

時
30
分
～
15
時
▽
場
所
＝
八

女
市
矢
部
公
民
館

【
黒
木
地
区
】▽
日
時
＝
７
月

21
日
㈮
10
時
～
12
時
30
分
、13

時
30
分
～
15
時
30
分
▽
場
所

＝
黒
木
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ふ
じ
の
里
」

【
福
島
地
区
】▽
日
時
＝
８
月

4
日
㈮
10
時
～
11
時
30
分
、12

時
30
分
～
15
時
30
分
▽
場
所

＝
八
女
市
民
会
館
「
お
り
な
す

八
女
」

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
献
血
推

進
協
議
会（
☎
２
３
・
０
２
９
４
）

　

令
和
５
年
７
月
１
日

に
施
行
す
る
改
正
道
路

交
通
法
に
よ
り
定
義
さ

れ
た
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車

は
、軽
自
動
車
税
の
対
象
と
な
り

ま
す
。車
両
を
所
有
し
て
い
る
人

（
法
人
含
む
）は
、軽
自
動
車
税
の

申
告
を
し
て
標
識
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。な
お
、公
道
走
行
の

有
無
と
は
関
係
な
く
、軽
自
動
車

税
は
、所
有
に
基
づ
き
課
税
さ
れ

特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車（
電
動

キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
）の
申
告
に
つ
い
て

休
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

専
用
窓
口
を
開
設

　

７
月
１
日
か
ら
、八
女
地
域（
八

女
市
・
広
川
町
）の
災
害
情
報
案

内
の
番
号
が
変
わ
り
ま
す
。シ
ス

テ
ム
更
新
に
伴
い
、現
在
利
用
中

の
災
害
情
報
案
内
の
電
話
番
号

（
☎
０
１
８
０
・
９
９
９
・
８
３
４
）

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。新
し
い
番

号
は（
☎
０
５
０
・
１
８
０
７
・
４

０
４
０
）で
す
の
で
お
間
違
え
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。※
通

話
に
は
電
話
料
金
が
発
生
し
ま
す
。

　

災
害
時
、八
女
消
防
本
部
で
は
情

報
収
集
等
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、消

防
本
部
に
電
話
を
か
け
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
消
防
本

部(

☎
２
４
・
１
１
１
９)

災
害
情
報
案
内
番
号
の

変
更
に
つ
い
て

　

見
え
に
く
さ
が
あ
る
乳
幼
児
お

よ
び
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
と
し
た「
た
ん
ぽ
ぽ
教
室
」

「
わ
く
わ
く
教
室
」を
開
催
し
ま
す
。

①
た
ん
ぽ
ぽ
教
室（
無
料
）

◦
日
程
＝
▽
令
和
６
年
３
月
ま
で

毎
月
第
３
金
曜
日
14
時
～
15
時
30

分
▽
７
月
21
日
㈮
10
時
～
12
時

◦
内
容
＝
親
子
で
い
っ
し
ょ
に
遊

ぶ
活
動（
歌
遊
び
や
感
触
な
ど
の

感
覚
遊
び
）、保
護
者
同
士
の
情
報

交
換
な
ど

②
わ
く
わ
く
教
室（
無
料
）

◦
日
程
＝
▽
７
月
28
日
㈮
９
時
～

11
時
30
分

◦
内
容
＝
ス
ポ
ー
ツ
や
視
覚
補

福
岡
県
立
柳
河
特
別
支
援
学
校

～
15
時
30
分

◦
定
員
＝
20
人（
先
着
順
・
無
料
）

③
緑
化
講
習
会
「
和
風
庭
園
の

特
徴
と
鑑
賞
の
仕
方
」

◦
日
時
＝
８
月
20
日
㈰
９
時

30
分
～
12
時

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
定
員
＝
５
人（
先
着
順
）

◦
受
付
開
始
＝
７
月
４
日
㈫
～

◦
申
込
方
法
＝
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
（
月
曜
日
休
館
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
緑

化
セ
ン
タ
ー
管
理
事
務
所
（
☎

０
９
４
３・
７
２・
１
１
９
３
O

０
９
４
３
・７
２
・１
５
５
８
）

助
具
等
を
使
っ
た
学
習
体
験
、見

え
方
に
配
慮
し
た
学
習
環
境
や
教

材
、生
活
用
品
の
紹
介
な
ど

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
柳

河
特
別
支
援
学
校
支
援
研
修

課（
担
当
：
吉
松
・
永
田
）（
☎

０
９
４
４
・
７
３
・
２
２
６
３
O

０
９
４
４
・
７
３
・
６
２
９
１
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
推
進
係（
☎
２
３
・
１
１

１
７
）、
黒
木
支
所
市
民
係
（
☎

４
２
・
１
１
１
３
）
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☎ 22・5332
おりなす八女 ホームページ

対象＝幼児～小学生
★本館＝1日、8日、15日、２2日、２9日 ※いずれも土曜日14時～
　　　　22日のみ 2回開催　①10時30分～ ②14時～
★黒木分館＝1日㈯10時30分～　おはなしコーナー

★7月のおはなし会八女市立図書館（本館）☎22・2504
本館の開館時間＝平日10時～ 20時

　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎22・8811
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

分館の開館時間＝　
9 時～17時30分

（祝・休日休館）

図書館だより

対象＝０～２歳くらいの乳幼児
♥本館＝2日㈰、15日 ㈯ 、26日 ㈬　11時～　2 階研修室
♥黒木分館＝22日 ㈯ 10時30分～　おはなしコーナー

♥7月のあかちゃんおはなし会

♣7月の館内整理日（全館休館）は28日㈮
♣本館休館日＝ 月曜、館内整理日
♣上陽・立花・矢部・星野分館休館日＝月曜、祝・休日、館内整理日
♣黒木分館休館日＝火曜、祝 ･ 休日、館内整理日

図書館
ホーム
ページ

図書館
Twitter

◦なりきり司書体験（本館）▽日時
＝ 8 月 3 日㈭ 13 時 30 分～ 15 時
30 分▽対象＝小学 4、5、6 年生
▽内容＝本の貸出し返却の受付、本
の整理（配架）▽定員＝ 6 人※人
数多数の場合は抽選します。▽申込
受付＝ 7 月 12 日㈬～ 20 日㈭
◦夏の夜のこわいおはなし会（本
館）▽日時＝ 8 月 12 日㈯ 19 時～
20 時▽会場＝文化会館ホール▽定
員＝ 100 人※先着順▽申込受付＝
7 月 12 日㈬～
◦としょかん★プログラミング講

座（本館）▽日時＝ 8 月 11 日㈷
13 時 30 分～ 15 時▽会場＝ 2 階
研修室▽対象＝ 5、6 年生▽定員＝
10 人▽申込受付＝ 7 月 12 日㈬～
20 日㈭（抽選）※期間中、自由研
究・工作に役立つ本の展示、スタン
プラリー等、全館で実施します。▽
問い合わせ＝本館（☎ 22・2504）

◦オカリナコンサート・大型絵本・
しかけ絵本のおはなし会▽日時＝
7 月 15 日㈯ 10 時～▽会場＝上
陽公民館 2 階「1 号室」▽定員＝
50 人▽問い合わせ＝上陽分館（☎
22・8811）

七夕おはなし会（上陽分館）七夕おはなし会（上陽分館）

おすすめ本紹介おすすめ本紹介

松沢 陽士／著　
岡本 信明／監修
小 学 館／出版

色とりどりの美
しい金魚を原寸
大の写真で紹介。
色と模様を表す
言葉、ふしぎが
いっぱいのうろこ、いろいろな形をし
た尾びれなど、奥深い金魚の世界を体
感できます。

原寸大　金魚館

なつやすみはとしょかんへGO！なつやすみはとしょかんへGO！
7月20日㈭～8月27日㈰7月20日㈭～8月27日㈰

はちひめホール
１4:00開演

１5:00開演

10/21●土
コンサート2023永井龍雲 「沸点」

一    般一    般 5,500 円円                                                                                            
友の会 5,000 円                                             

（ 全席指定 )                                               

友の会  7/8(土)

友の会  7/15(土)
チケット発売

チケット発売

一    般 7/22 (土)

／ 一 般 7/15(土)

友の会 8800 円

8/6
11/5

ハーモニーホール

〈日本語字幕付き上映〉

〈2 回上映〉

チケット発売中

問い合わせ先：八女で映画をみる会  ☎090・5473・9968 （平井（平井)

（全席自由）一般一般 11,000 円

障がいのある人、中高生障がいのある人、中高生 500 円 小学生以下無料小学生以下無料

●日
●日

（開場３0 分前）

②14：30
①10：00

『
こ
の
世
界
の

(

さ
ら
に
い
く
つ
も
の
）片
隅
に
』

八
女
市
平
和
事
業

こ
う
の
史
代
原
作
片
渕
須
直
監
督
・
脚
本

おりなすアコースティックライブ vol.10

髙木凜々子 
ヴァイオリン・リサイタル

名器ストラディヴァリウスで描く

バッハ : Ｇ線上のアリア
ヴィヴァルディ : 四季より「冬」 ほか

（全席指定）

友の会  33,000 円
一　般一　般 33,500 円

ハーモニー
ホール
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まちのわだいＴＯＰＩＣＳまちのわだいＴＯＰＩＣＳ

團伊玖磨さんを偲
しの

び「だご汁忌」
　黒木町をこよな
く愛し、だご汁が
大好きだった作曲
家・團

だん

伊
い く ま

玖磨さん
の命日に当たる 5
月 17 日 ㈬、第 22
回だご汁忌（黒木
文化連盟主催）が
黒 木町 素

す さ の お

盞嗚 神
社境内で 4 年ぶりに通常開催されました。式では、
記念碑前に花・お茶・だご汁が献上され、黒木小学
校 6 年生 38 人が｢だご汁の歌｣を合唱しました。式
終了後には歌詞に出てくる「いりこ、じゃがいも、夏
豆、かぼちゃ」が入っただご汁が参列者にふるまわ
れ、美味しいだご汁に舌鼓を打ちました。

私の挑戦、日本酒「ＮＵＡＧＥ」誕生
　醸造を学んでいた
フランスのボルドー
大学を休学し、㈱ 高
橋商店で働きながら
日本酒造りを勉強し
ていたジュースティ
ンさんが 6 月1日㈭、
自身が造った日本酒

「ＮＵＡＧＥ（ヌアー
ジュ）」を披露しに市役所を訪問しました。「ＮＵＡＧ
Ｅ」とはフランス語で雲を意味し、蔵から立ち上る蒸
気からイメージして名付けられ、青リンゴとバラの
香りをイメージし、アルコール度数低めの 13 度のさ
わやかな風味のにごり酒になりました。
　同社の中川社長は「熱心に仕事に取り組んでい
る姿を見て、卒業記念に何か形に残してあげたいと
思い、仕事仲間に協力してもらい 3 月から酒造りに
取り組みました」と語りました。ジュースティンさ
んは「八女でいろいろな経験ができて本当に良かっ
た。酒造りは、世話が大変で子供を育てるような感
じでした。酒の出来映えは星五つです」と笑顔を見
せました。帰国後は、再び 大学でワイン造りを
学ぶ予定です。

八女市の選手たちが
活躍を報告

　各競技で活躍している八女市ゆかりの選手
が三田村市長に全国大会の優勝結果報告なら
びに出場の報告を行いました。

競技名 氏名 学校・所属名
剣道 山科　魁星 星野小６年

競技名 チーム名
野球 光友ヴィクトリー

【団体】

▲光友ヴィクトリーの皆さん

【個人】

出場大会名・大会結果・所属・氏名等
の詳細についてはホームページに掲載
しています。

▲山科 魁星さん
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おいしい新茶をいただきました
　「八女茶の PRに役立ててほしい」と 5 月 25 日㈭、
JA ふくおか八女茶業部会八女支部（松延久登支部
長）から八女市に、新茶（100ｇパック 60 本、10ｇ
パック 100 袋）をいただきました。今年も味が濃く高
品質なお茶ができています。

郷土料理を高校生に伝承

八女茶発祥の地に響く
民謡「八女茶山唄」

「ツール・ド・九州」が
八女にやってくる！

　白城の里旧大内邸で 5 月 20 日㈯、旧大内邸保存会
メンバー等を講師に招き、県立八女農業高校の生徒 7
人に地域の食文化を継承する活動を行いました。地
域で食されてきた、がめ煮やこんにゃく等の伝統料
理の作り方を学びました。参加した同校の横溝まどか
さんは「こんにゃくの作り方や、ぬか漬けに関する知
識などを楽しく学び、貴重な体験ができました」と笑
顔で話しました。

　市黒木体育館で 6 月 4 日㈰「八女茶山唄日本一大
会」が行われました。4 年ぶりの開催となった今大
会には九州各地から 3 歳～ 93 歳の元気いっぱいな
人たち 67 人の参加がありました。日頃の練習の成果
を遺憾なく発揮され、八女茶発祥 600 年のメモリア
ルイヤーに八女茶の故郷である奥八女黒木の町に澄
んだ唄声が響き渡りました。

　10 月 6 日㈮～ 9 日㈪の 4 日間、国際サイクルロー
ドレース「ツール・ド・九州」が、福岡・熊本・大分
の九州３県を舞台に初開催されます。
　八女市は、2 日目の福岡県縦断コースの中に含ま
れており、うきは市から合瀬耳納トンネルを通って星
野村へ入り、県道 52 号（八女香春）線からバルビゾ
ンの道へ行き、最後はそのまま筑後市へ抜けていく
ルートが予定されています。当日は、国内外から 18
チーム 100 人以上の選手が集まり、総走行距離 400
ｋｍ超に及ぶ熱い戦いが繰り広げられます。
※コース上は交通規制が敷かれます。10月7日㈯は、
大変混雑が予想されます。詳細、最新情報は実行委
員会ＨＰをご確認ください。
◦問い合わせ＝ツール・ド・九州 2023 実行委員会
事務局（☎ 092・981・3020）

子どもたちへ図書カードを寄贈
　6 月7日㈬、JA ふくおか八女（野中公彦代表理事組
合長）から市内の小学校・義務教育学校へ図書カード
が贈られました。子どもたちの読書活動や勉強に役立
ててほしいと実施している取り組みで、よらん野の売り
上げの一部を地
元小学校のため
に還元していま
す。橋本教育長は

「本に親しむ環境
づくりに活用した
い」とお礼を述べ
ました。



あなたの投稿が広報紙に！？あなたの投稿が広報紙に！？

ハッシュタグ八女ハッシュタグ八女

7月の「お題」7月の「お題」

＃
＃八女夏の１枚＃八女夏の１枚

　毎月テーマを変えてI
インスタ グ ラ ム

nstagram上で八女の魅力を集め
ます。ご自身のInstagramアカウントで「＃八女夏の一枚」
「＃ハッシュタグ八女」と付けて、ぜひ投稿をお願いします。
素敵な投稿は、広報八女や公式SNSでご紹介させていた
だく場合があります。
　「＃八女の香り」は56件（6月15日時点）の投稿をい
ただきました。ありがとうございました。7月からは新しい
タグで募集しますので、また素敵な投稿をお願いします。

おたんじょうびおめでとう
我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
し
ぃ
ち
ゃ

ん
♪
こ
れ
か
ら
も
笑
顔
で
み
ん

な
を
元
気
に
し
て
ね
!!

り
っ
く
ん
お
誕
生
日
お
め
で
と

う
！
兄
弟
仲
良
く
元
気
に
育
っ

て
ね
♡

１
歳
お
め
で
と
う
！
お
姉
ち
ゃ

ん
と
仲
良
く
、す
く
す
く
育
っ

て
ね
！

１
歳
お
め
で
と
う
！

寛
菜
の
笑
顔
が
大
好
き
♡
元
気

い
っ
ぱ
い
育
っ
て
ね
♡

元
気
い
っ
ぱ
い
に
こ
に
こ
ふ
ー

ち
ゃ
ん
♡
い
つ
も
癒
や
し
を
あ

り
が
と
う
！

1
歳
お
め
で
と
う
♡

お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気
に

育
っ
て
ね
♪

そ
う
ち
ゃ
ん
１
歳
お
誕
生
日
お

め
で
と
う
☆
沢
山
笑
っ
て
、
大

き
く
な
っ
て
ね
♡

祝
１
歳
☆
生
ま
れ
て
き
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
！

い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
～
♪

ほ
の
ち
ゃ
ん
、す
こ
や
か
に
大

き
く
な
っ
て
ね
。た
く
さ
ん
食

べ
て
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
。

祝
１
歳
♡
に
こ
に
こ
笑
顔
の
ふ

み
の
ち
ゃ
ん
、す
く
す
く
大
き

く
な
っ
て
ね
♪

か
わ
い
い
ひ
ろ
っ
き
ー

１
歳
お
め
で
と
う
！
元
気
に
大

き
く
な
っ
て
ね
♡

結
く
ん
１
歳
お
め
で
と
う
♡

い
つ
も
笑
顔
と
元
気
を
あ
り

が
と
う
♪
大
好
き
だ
よ
♡

梶原 詩
し づ き

月ちゃん 古賀 理
り ひ と

仁ちゃん

神崎 結
ゆ い と

斗ちゃん

葉山 寛
か ん な

菜ちゃん

草場 郁
ふ み か

果ちゃん

松尾 咲
さ ら

良ちゃん

福島 颯
そ う ま

真ちゃん

伊藤 吏
り く

玖ちゃん

山口 大
ひ ろ き

輝ちゃん

中島 結
ゆ い と

都ちゃん

小栁 穂
ほ の み

実ちゃん

楢橋 史
ふ み の

野ちゃん

R4年7月4日生（室岡） R4年7月12日生（馬場）

R4年7月28日生（蒲原）

R4年7月14日生（忠見）

R4年7月30日生（本村）

R4年7月7日生（馬場）

R4年7月14日生（龍ヶ原）

R4年7月31日生（吉田）

R4年7月8日生（納楚）

R4年7月28日生（馬場）

R4年7月7日生（高塚）

R4年7月18日生（馬場）

１
歳
お
め
で
と
う
！

お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気

い
っ
ぱ
い
大
き
く
な
っ
て
ね
。

井上 惺
せ ら

蘭ちゃん

R4年7月26日生（前古賀）

満１歳のお子さまの写真を募集しています（た
だし、市内に住民登録があるか実際に住んで
いる人に限る）。氏名・生年月日・住所・簡
単なコメント（30字以内）・電話番号を添え
て、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただ
くか、郵送でお申し込みください。◦申し込み
＝企画政策課広報広聴係（☎23・1110）

　
最
近
、新
聞
紙
面
等
で「
人
口
減
少
問
題
」の
記
事
を
目
に
す
る
機
会
が

増
え
て
き
ま
し
た
。厚
生
労
働
省
の
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

が
公
表
し
た
推
計
に
よ
る
と
、日
本
の
総
人
口
は
２
０
７
０
年
に
は
８
７

０
０
万
人
と
な
り
、現
在
の
人
口
か
ら
約
３
割
減
少
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
人
口
の
約
４
割
を
占
め
、
さ
ら
に
少
子

化
は
加
速
し
、15
歳
未
満
の
人
口
は
２
０
７
０
年
に
は
現
在
の
約
半
数
と

な
る
７
９
７
万
人
の
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。▼
こ
れ
ら
の
人
口
減
少
に

よ
り
、年
金
や
医
療
な
ど
の
社
会
保
障
制
度
の
維
持
、労
働
力
不
足
や
市
場

縮
小
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。本
市
で
は
令
和
３
年
３
月
に「
第
２
期

八
女
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
策
定
し
、こ
の
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。具
体
的
に
は
４
つ
の
基
本
目
標
を
設
定
し
、雇
用
の

創
出
、移
住
・
定
住
の
推
進
、結
婚
か
ら
子
育
て
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支

援
、安
全
・
安
心
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
等
の
施
策
を
推
進
し
て
い
ま

す
。▼
今
後
、こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
す
が
、次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
故
郷
に
誇
り
を

持
ち
、夢
や
希
望
を
も
っ
て
暮
ら

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
基
盤
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、女
性
や
障

が
い
者
な
ど
、す
べ
て
の
人
が
働

き
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
、高
齢

者
が
経
験
を
生
か
し
て
心
豊
か
に

過
ご
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
、こ
れ
か

ら
も
人
口
減
少
対
策
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「人口減少社会
の到来に向けて」

▲子どもたちとのふれあい

市市長長ココララムム100
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